
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ポータブル型ニオイセンサ 

X P - 3 2 9 m 
取扱説明書 

●この取扱説明書は、必要なときにすぐに取り出して読める 

よう、できる限り身近に大切に保管してください。 

●この取扱説明書をよく読んで理解してから正しくご使用 

ください。 



 

1 

ははじじめめにに    

 

この度は、ポータブル型ニオイセンサXP-329mをお買上げいただき、ありがとう

ございました。 

本器はニオイ分子をごく薄いガスとしてとらえ、人の嗅覚では感知することが難

しい微妙な変化や強弱を「000～999」のデジタル数字で表します。 

 

※測定のご参考に弊社ホームページのニオイセンサ製品情報をご利用ください。 

アアドドレレスス    hhttttpp::////wwwwww..nneeww--ccoossmmooss..ccoo..jjpp//nniiooii..hhttmmll  

  

包包装装内内容容のの確確認認  

 

包装箱の中にはニオイセンサ本体および付属品が入っていますので、ご使用にな

る前に全て揃っているか、必ずご確認ください。万一製品に破損や欠品がござい

ましたら、お手数ですがお買上げ店または最寄りの営業所までご連絡ください。 
 

 

XP-329m本体 1台 

ドレンフィルタ 1個 

単3形アルカリ乾電池 3本 

フィルタエレメント 10枚 

取扱説明書 1冊 

検査成績書／保証書 1枚 

webユーザー登録のご案内 1枚 

 

正しくお使い 

いただく 

ために 

測定する 

各部のなまえ 

消耗品の交換 

 

オプション 

故障とお考え

になる前に 
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11..正正ししくくおお使使いいいいたただだくくたためめにに  

((33))用用語語のの説説明明  

この取扱説明書に用いられる用語の意味は次の通りです。 

 

「「ニニオオイイ」」  
ニオイには、香りを表す｢匂い｣と悪臭である｢臭い｣があります。ここでは｢匂

い｣と｢臭い｣を総称してニニオオイイと表しています。 
 

「「清清浄浄空空気気」」  
ニオイのないきれいな空気のことをいいます。 

※オプションで活性炭フィルタをご用意しています。 
 

「「ベベーースス調調整整」」  
測定を行う前に清浄空気を吸引させ、測定の基準となるベースを調整すること

をいいます。 
  

 

2 

11..正正ししくくおお使使いいいいたただだくくたためめにに  

本本器器をを正正ししくく、、有有効効ににごご利利用用いいたただだくくたためめにに、、必必ずずここのの取取扱扱説説明明書書ををよよくくおお読読みみくくだだ  

ささいい。。ななおお、、ここのの取取扱扱説説明明書書はは大大切切にに保保管管しし、、ごご再再読読くくだだささいい。。  

 

((11))シシンンボボルルママーーククのの説説明明  

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使いいただき、危害や損害を未

然に防止するためのものです。また、注意事項は危害や損害の大きさと切迫の程

度を明示するために、『警告』、『注意』の2つに区分されています。いずれも

安全に関する重要な内容ですので、よく読み正しくお使いください。 

 

 回避しないと、死亡または重傷を招く可能性がある危険な状況

が生じることが予見される内容を示しています。 

 
回避しないと、軽傷を負うかまたは物的損害が発生する危険な

状況が生じることが予見される内容を示しています。 

  取り扱い上のアドバイスを示しています。 

  

((22))アアイイココンンのの説説明明  

この取扱説明書に用いられるアイコンの意味は次の通りです。 

 

 
液晶表示部の表示の点滅を表します。 

PPOOWWEERR

 
POWERボタンを表します。 

PPEEAAKK  HHOOLLDD

 
PEAK HOLDボタンを表します。 

RREECCOORRDD

 
RECORDボタンを表します。 
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●トランシーバーなど電波を発生する機器の近くでは使用しな

いでください。正常な動作、表示がされない場合があります。 

●本器は精密部品で構成されています。故障の原因となります

ので、下記の注意事項を必ず守ってください。 

・分解、改造、修理をしないでください。 

・強いショックや振動を与えないでください。 

・高温多湿となる場所での保管や放置をしないでください。 

・水などの液体を吸引させないでください。また、水など 

 の液体がかからないようにしてください。 

・ベンジン、シンナーまたは濡れた布などで拭かないでく 

 ださい。(お手入れの際は柔らかい布で拭いてください) 

・機器本体の吸引口・排気口には、強い圧力負荷をかけな 

いでください。 

●測定方法を守ってください。 

●電池の挿入は極性表示に従い正しく入れてください。電池が

切れた場合は3 本同時に、新しい同種の電池に交換してくだ

さい。また、電池切れのまま長時間放置すると電池の液漏れ

の原因になります。本器を1 ヶ月以上使用しない場合は、電

池を外して保管してください。 

●長期間使用しない場合でも、6 ヶ月に一度は電源を入れ、ポ

ンプが吸引することを確認してください（3分間程度）。長期

間動作させずにいると、ポンプのモータ内のグリスが固まり

動作しなくなることがあります。 

●本器による測定結果は、悪臭防止法の定める公的なデータと

して利用することはできません。 

11..正正ししくくおお使使いいいいたただだくくたためめにに  
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●本本器器にに下下記記ののガガススななどどをを吸吸引引ささせせなないいででくくだだささいい。。セセンンササのの

破破損損やや被被毒毒のの原原因因ととななりりまますす。。  

・・高高濃濃度度ののニニオオイイややガガスス((特特にに硫硫化化物物))  

・・ヘヘアアススププレレーー、、シシリリココーーンン系系接接着着剤剤、、シシリリココーーンンチチュューーブブ

ななどどかからら発発生生すするるシシリリココーーンン化化合合物物  

・・タタババココのの煙煙ななどど粒粒子子状状のの高高濃濃度度ののタターールル  

・・オオイイルルミミスストトななどどのの蒸蒸気気  

●●本本器器にに下下記記ののガガススをを吸吸引引ささせせなないいででくくだだささいい。。セセンンササ素素子子表表

面面のの触触媒媒をを腐腐食食ささせせるるここととががあありり、、セセンンササのの破破損損のの原原因因にになな

りりまますす。。  

    ・・高高濃濃度度のの塩塩化化物物やや強強酸酸物物質質  

●●本本器器にに下下記記ののガガススをを吸吸引引ささせせなないいででくくだだささいい。。ママイイナナススのの感感

度度をを与与ええるるとと同同時時にに、、セセンンササのの一一時時被被毒毒やや、、ささららににはは腐腐食食・・

破破損損のの原原因因ととななりりまますす。。  

  ・・塩塩素素をを含含むむハハロロゲゲンン化化物物  

・・オオゾゾンン･･NNOOxxななどどのの酸酸化化性性ガガスス  

    ●本本器器はは防防爆爆構構造造ででははあありりまませせんん。。非非危危険険場場所所ででごご使使用用くく  

          だだささいい。。((電電池池のの交交換換もも含含むむ))                

非非危危険険場場所所  

工場その他の事業場において、爆発または火災を生ずるために十分

な量の爆発性ガスが空気と混合して爆発限界内にある状態の雰囲

気(危険雰囲気)を生成しているか、あるいは生成するおそれのある

場所のことを危険場所といいます。これに対して、電気設備を施設

する場所で、通常及び異常な状態において危険雰囲気生成の可能性

がないと見なされる場所のことを非危険場所といいます。 

●オオププシショョンンのの専専用用AACCアアダダププタタ((110000VV～～224400VV))以以外外  

はは使使用用ししなないいででくくだだささいい。。  

オオププシショョンン以以外外のの AACCアアダダププタタやや電電源源をを使使用用ししたた場場合合、、出出火火ののおおそそれれ

ががあありりまますす。。  

11..正正ししくくおお使使いいいいたただだくくたためめにに  

((44))使使用用上上のの注注意意事事項項  

ご使用前によくお読みいただき、正しくお使いください。 
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●トランシーバーなど電波を発生する機器の近くでは使用しな

いでください。正常な動作、表示がされない場合があります。 

●本器は精密部品で構成されています。故障の原因となります

ので、下記の注意事項を必ず守ってください。 

・分解、改造、修理をしないでください。 

・強いショックや振動を与えないでください。 

・高温多湿となる場所での保管や放置をしないでください。 

・水などの液体を吸引させないでください。また、水など 

 の液体がかからないようにしてください。 

・ベンジン、シンナーまたは濡れた布などで拭かないでく 

 ださい。(お手入れの際は柔らかい布で拭いてください) 

・機器本体の吸引口・排気口には、強い圧力負荷をかけな 

いでください。 

●測定方法を守ってください。 

●電池の挿入は極性表示に従い正しく入れてください。電池が

切れた場合は3 本同時に、新しい同種の電池に交換してくだ

さい。また、電池切れのまま長時間放置すると電池の液漏れ

の原因になります。本器を1 ヶ月以上使用しない場合は、電

池を外して保管してください。 

●長期間使用しない場合でも、6 ヶ月に一度は電源を入れ、ポ

ンプが吸引することを確認してください（3分間程度）。長期

間動作させずにいると、ポンプのモータ内のグリスが固まり

動作しなくなることがあります。 

●本器による測定結果は、悪臭防止法の定める公的なデータと

して利用することはできません。 

11..正正ししくくおお使使いいいいたただだくくたためめにに  
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●本本器器にに下下記記ののガガススななどどをを吸吸引引ささせせなないいででくくだだささいい。。セセンンササのの

破破損損やや被被毒毒のの原原因因ととななりりまますす。。  

・・高高濃濃度度ののニニオオイイややガガスス((特特にに硫硫化化物物))  
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●●本本器器にに下下記記ののガガススをを吸吸引引ささせせなないいででくくだだささいい。。セセンンササ素素子子表表

面面のの触触媒媒をを腐腐食食ささせせるるここととががあありり、、セセンンササのの破破損損のの原原因因にになな

りりまますす。。  

    ・・高高濃濃度度のの塩塩化化物物やや強強酸酸物物質質  

●●本本器器にに下下記記ののガガススをを吸吸引引ささせせなないいででくくだだささいい。。ママイイナナススのの感感

度度をを与与ええるるとと同同時時にに、、セセンンササのの一一時時被被毒毒やや、、ささららににはは腐腐食食・・

破破損損のの原原因因ととななりりまますす。。  

  ・・塩塩素素をを含含むむハハロロゲゲンン化化物物  

・・オオゾゾンン･･NNOOxxななどどのの酸酸化化性性ガガスス  

    ●本本器器はは防防爆爆構構造造ででははあありりまませせんん。。非非危危険険場場所所ででごご使使用用くく  
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22..各各部部のの｢｢ななままええ｣｣とと｢｢ははたたららきき｣｣ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

※アルカリ乾電池（20℃）を使用の場合  

№ 表  示 内    容 

1 888 電源ON後10秒間暖機運転を行います。 

2 025 (例) 
3 桁の数値で測定値を表示します。センサ出力がゼロベースよりマイナス方向に出力

した場合はマイナス表示します。(-025(例))  

№ 表 示 内   容 操作ボタン 

1 

 

ピーク値を表示している間、表示します。 

PPEEAAKK  HHOOLLDD

 

2 r. 測定値をメモリに記録開始すると表示します。記録中は、点滅し

ます。 

RREECCOORRDD

 

3  メモリの残量をバーグラフで表示します。  

№ 表 示 内   容 

1  

電池残量 

(使用可能な 

 時間の目安※) 

約3時間以上 （電池が新品の場合は約12時間） 

2  約1時間以上 

3  約15分以上 

4 

 
約15分未満(電池アイコン枠の点滅とブザー断続鳴動) 

((22))液液晶晶表表示示  

PPEEAAKK  

 888

PEAK

r .123
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22..各各部部のの｢｢ななままええ｣｣とと｢｢ははたたららきき｣｣  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

№ な ま え は た ら き 

① 
ドレンフィルタ 

フィルタエレメントを内蔵し、チリやホコリなどを除去しま

す。 

（吸引口） （ニオイ及び清浄空気を吸引します。） 

② 排気口 吸引したニオイ、清浄空気を排気します。 

③ 液晶表示部 
ニオイのレベル表示、電池レベルの状態、メモリ残量やピーク

値などを表示します。 

④ POWERボタン 
電源の ON/OFF を行います。また、PEAK HOLD ボタンを押して

いる間にPOWERボタンを押すとピーク値はリセットされます。 

⑤ PEAK HOLDボタン 

PEAK HOLDボタンを押している間、ピーク値を表示します。 

また、その間にPOWERボタンを押すとピーク値はリセットされ

ます。 

⑥ RECORDボタン 測定値の記録開始・終了を行います。（オプション） 

⑦ ベース調整ツマミ 

清浄空気中でベース調整を行う際に使用し、デジタル表示の数

値の調整を行います。※清浄空気の確保が困難な場合はオプシ

ョンの活性炭フィルタをご使用ください。 

⑧ 
電池収納部 

（電池室） 
単三形乾電池3本を収納します。 

((11))本本  体体  

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 
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22..各各部部のの｢｢ななままええ｣｣とと｢｢ははたたららきき｣｣  
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⑦ ベース調整ツマミ 

清浄空気中でベース調整を行う際に使用し、デジタル表示の数
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④ 
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オプションとして AC アダプタもご用意していま

す。 

33..測測定定すするる  

((11))  測測定定のの準準備備  
①本体上部の吸引口にドレンフィルタを取り付

けます。 

 

 

 

 

 

 

 

② 電池収納部に電池を挿入します。 

（→電池の交換方法 P.17） 

 

 

 

 

 
 

  
  

単単三三形形乾乾電電池池  

電源 ON にする時は、必ずドレンフィルタを

取り付けてください。フィルタを取り付けな

い場合、チリやホコリ等を吸引し、ポンプ故

障の原因となります。 
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22..各各部部のの｢｢ななままええ｣｣とと｢｢ははたたららきき｣｣ 

  

ドレンフィルタの内側には、フィルタエレメントが収納されており、チリやホコ

リなどを除去します。フィルタエレメントは、ベースの部分にOリングで取り付

けられます(下図ご参照)。 

フィルタエレメントは目視で汚れを確認したら、交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((33))ドドレレンンフフィィルルタタ  

長時間使用すると、ドレンフィルタ内のフィルタエレメントが汚れます。フィルタエレメ

ントが汚れるとポンプの吸引量が低下したり、清浄空気を吸引しているにもかかわらず測

定値がゼロベースに戻りにくくなったり、フィルタエレメントに付着したニオイが対象の

ニオイに混入し正確な測定ができなくなるなど測定に影響を与えます。目視で汚れを確認

したら新しいものと交換してください。 
 
・フィルタエレメント交換方法  (→ P.15) 
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22..各各部部のの｢｢ななままええ｣｣とと｢｢ははたたららきき｣｣ 

  

ドレンフィルタの内側には、フィルタエレメントが収納されており、チリやホコ

リなどを除去します。フィルタエレメントは、ベースの部分にOリングで取り付

けられます(下図ご参照)。 

フィルタエレメントは目視で汚れを確認したら、交換してください。 
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ントが汚れるとポンプの吸引量が低下したり、清浄空気を吸引しているにもかかわらず測

定値がゼロベースに戻りにくくなったり、フィルタエレメントに付着したニオイが対象の

ニオイに混入し正確な測定ができなくなるなど測定に影響を与えます。目視で汚れを確認

したら新しいものと交換してください。 
 
・フィルタエレメント交換方法  (→ P.15) 
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ベース調整は、必ず清浄空気中で行ってください。 

・ニオイセンサの出力特性（出力とニオイの濃度の関係）は下図の様な関係にあります。ベ

ース調整時に清浄空気で行った（ベース 1 及び△V1）か、あるいは汚れている空気で行

った（ベース 2 及び△V2）かによって同じニオイを測定しても得られる測定値は異なって

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

※ベース調整時にできる限り同じ条件（清浄空気：温度や湿度も同じ）で行うことが大切です。 

・現場など清浄空気が得られない場合 

→活性炭フィルタ（オプション）を使用してください。 

・通常の大気中でベース調整する場合（屋内） 

→禁煙で無人の会議室など、清浄空気が得られる場所で行ってください。 

但し、指示値がある程度変動する可能性があります。 

・通常の大気中でベース調整する場合（屋外） 

→自動車の排気ガスや人通りの少ない場所で行ってください。 

但し、指示値がある程度変動する可能性があります。 

指示値が「-99～999」の範囲を超えると測定不能となります。「-99」以下の場合は「LL」が、

「999」以上の場合は「HH」が表示されます。 

33..測測定定すするる  

③③ベベーースス調調整整  

  指指示示値値がが安安定定後後、、ベベーースス調調整整ツツママミミををゆゆっっ

くくりりままわわしし、、「「000」」にに合合わわせせまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((33))測測定定すするる  

ニニオオイイをを吸吸引引口口かからら吸吸引引ささせせるるとと、、ニニオオイイのの強強

弱弱にに応応じじたた指指示示値値がが表表示示さされれまますす。。ニニオオイイのの強強

弱弱がが変変動動ししてていいるる場場合合はは、、そそれれにに応応じじてて数数値値がが

変変動動ししまますす。。  

読読みみ取取っったた指指示示値値かかららベベーースス値値をを差差しし引引いいたた

値値をを測測定定値値ととししまますす。。  

 
 

 

 

指

示

値 

濃

度

値 

ニオイの濃度 

ベース 2 

出力1 

出力2 
△V1 

△V2 

c b

a 

a＞b＞c 

出力特性 変化度 

ベース 1 

ニオイの濃度 

 000
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暖機運転が重要です。 

本器に搭載している金属酸化物半導体式ニオイセンサは通常 350～500℃に加熱した

状態で使用するため、使用頻度や保管状況によって異なりますが、設定温度になじま

せるための暖機時間が必要です。 

通常、暖機運転時間はニオイの発生源の探索などの場合は5分程度が目安となります

が、定量的測定を行う場合は30分程度行ってください。また、前回使用時から1ヶ月

以上の間隔を置いて使用する場合は、安定するまでに時間がかかる場合があります。

ACアダプタ(オプション)などを利用して、1 時間程度の暖機運転を行ってからベース

調整をしてください。 

液晶部の電池残量マークが点灯していることを確認してくだ

さい。電池残量マークが点滅し、ブザー音が鳴っている場合

は一旦電源OFFにし、新しい同種の電池に交換してください。 

XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR

33..測測定定すするる  

((22))  測測定定をを開開始始すするる  

  

  ①①電電源源OONN、、暖暖機機運運転転をを開開始始ししまますす。。  

    PPOOWWEERRボボタタンン    をを33秒秒間間押押しし続続けけ、、  

    電電源源OONNににししまますす。。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②② 暖暖機機運運転転をを行行いいまますす。。  

「「888888」」がが1100秒秒間間表表示示さされれ、、暖暖機機運運転転をを行行いいまま

すす。。指指示示値値がが安安定定すするるままでで待待ちちまますす。。  
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

暖機運転中にポンプが停止し「ERR0」と表示

された場合は、故障の可能性があります。お

買上げ店または弊社に修理をご依頼くださ

い。 

ドレンフィルタが所定の箇所に取り付けられていることを確認してく

ださい。 

3秒押し

ピピ ッッ

ピピ ーーッッ

PPOOWWEERR
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ベース調整は、必ず清浄空気中で行ってください。 

・ニオイセンサの出力特性（出力とニオイの濃度の関係）は下図の様な関係にあります。ベ

ース調整時に清浄空気で行った（ベース 1 及び△V1）か、あるいは汚れている空気で行

った（ベース 2 及び△V2）かによって同じニオイを測定しても得られる測定値は異なって

きます。 
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暖機運転が重要です。 

本器に搭載している金属酸化物半導体式ニオイセンサは通常 350～500℃に加熱した

状態で使用するため、使用頻度や保管状況によって異なりますが、設定温度になじま

せるための暖機時間が必要です。 

通常、暖機運転時間はニオイの発生源の探索などの場合は5分程度が目安となります

が、定量的測定を行う場合は30分程度行ってください。また、前回使用時から1ヶ月

以上の間隔を置いて使用する場合は、安定するまでに時間がかかる場合があります。

ACアダプタ(オプション)などを利用して、1 時間程度の暖機運転を行ってからベース

調整をしてください。 

液晶部の電池残量マークが点灯していることを確認してくだ

さい。電池残量マークが点滅し、ブザー音が鳴っている場合

は一旦電源OFFにし、新しい同種の電池に交換してください。 

XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR
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○マイナス表示のピークホールド機能はありません。 

○メモリ機能（オプション）の使用中はピークホールド機能は動作しません。 

①①  

②②  

XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR

PEAK

　123

XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR

PEAK

　 50

44..ピピーーククホホーールルドド機機能能ににつついいてて  

  （（11））ピピーーククホホーールルドド機機能能のの使使いい方方  

ピピーーククホホーールルドド機機能能ととはは、、常常にに測測定定値値のの最最大大値値をを表表

示示すするる機機能能でですす。。変変動動ししてていいるるニニオオイイのの強強ささをを測測定定

すするる場場合合、、ピピーーククホホーールルドド機機能能をを使使用用すするるとと便便利利でで

すす。。  

測測定定中中ににPPEEAAKK  HHOOLLDDボボタタンン      をを押押ししてていいるる間間ののみみ、、  

ピピーークク値値をを表表示示ししまますす。。  

  

ピピーークク値値をを表表示示ししてていいるる間間はは、、画画面面左左上上ににPPEEAAKKののアア

イイココンンがが表表示示さされれまますす。。  

  

  

  

  

  （（22））ピピーーククホホーールルドド値値ののリリセセッットト方方法法  

PPEEAAKK  HHOOLLDD ボボタタンン    をを押押ししててピピーークク値値をを表表示示中中にに

PPOOWWEERRボボタタンン    をを押押ししまますす。。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタン押下中 

ピーク表示 

①＋②で 

ﾋﾟｰｸ値ﾘｾｯﾄ 

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR
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指示値がベース値まで戻るのを待たずに電源を切ったり、ベース調整ツマミで強制的にベース

値に戻したりしないでください。 

測定後は指示値がベース値に下がってから電源を切ってください。 

臭気が本体に残っている状態で電源を切ると、次回測定時に「HH」を表示し、

ベース調整に時間がかかったり、センサに悪影響を及ぼす可能性がありま

す。 

33..測測定定すするる  

((44))測測定定をを継継続続すするる場場合合  

再再度度清清浄浄空空気気をを吸吸引引ささせせ、、指指示示値値ががベベーースス値値まま

でで戻戻るるののをを待待ちちまますす。。  

次次のの測測定定をを開開始始ししまますす。。  

 
 

 

  

 

 

 

((55))測測定定をを終終了了すするる  

測測定定後後はは必必ずず清清浄浄空空気気をを吸吸引引ささせせ、、指指示示値値ががベベ

ーースス値値付付近近にに下下ががっったたここととをを確確認認ししててかからら、、電電

源源をを切切っっててくくだだささいい。。  

  
 

 

 

 

 

 

((66))「「LLLL」」「「HHHH」」表表示示ととななっったた場場合合  

①①「「LLLL」」表表示示ととななっったた場場合合  

ママイイナナスス干干渉渉ののガガススをを吸吸引引ししてていいるるおおそそれれ

ががあありりまますす。。セセンンササがが破破損損すするるおおそそれれががああるる

たためめ、、直直ちちにに測測定定をを終終了了しし、、ししばばららくく清清浄浄空空

気気をを吸吸引引ししててくくだだささいい。。  

②②「「HHHH」」表表示示ととななっったた場場合合  

測測定定範範囲囲をを超超ええるる強強いいニニオオイイをを吸吸引引ししてていい

まますす。。セセンンササがが破破損損すするるおおそそれれががああるるたためめ、、

直直ちちにに測測定定をを終終了了しし、、ししばばららくく清清浄浄空空気気をを吸吸

引引ししててくくだだささいい。。  
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ドレンフィルタは回転させながら取り外すと簡単に取り外すことができます。 

66..消消耗耗品品のの交交換換  

 

((11))ドドレレンンフフィィルルタタののフフィィルルタタエエレレメメンントト交交換換方方法法  
フィルタエレメントをお求めの際は、部品名、数量をお伝えください。 
 

部 品 名 1回の交換に必要な数量 販売単位 

フィルタエレメント 

（FE-24） 
ドレンフィルタ1ヶ所に1枚 

10枚入り 

50枚入り 

 

  

  

  

  

  

  

 

 

①①ドドレレンンフフィィルルタタをを本本体体かからら取取りり外外ししまますす。。  
 
 
 
 
 
 
 
  

●長時間使用すると、ドレンフィルタ内のフィルタエレメントが汚れます。フィルタエ

レメントが汚れるとポンプの吸引量が低下したり、清浄空気を吸引しているにもかか

わらず測定値がゼロベースに戻りにくくなったり、フィルタエレメントに付着したニ

オイが対象のニオイに混入し正確な測定ができなくなるなど測定に影響を与えます。

目視で汚れを確認したら新しいものと交換してください。 

 フィルタは弊社純正品を使用してください。純正品以外を使用す

ると正常な測定ができない場合があります。 
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55..保保管管すするる  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高温、多湿の場所に長く放置しないでください。 

●急激な温度/湿度変化は、機器の性能を損なうおそれがありま

すので避けてください。 

●下記のような場所では保管はしないでください。 

・車の排気ガスなど燃焼装置からの排気ガスが存在する。 

・タバコなど煙が存在する。 

・強いニオイが存在する。 

・シリコーン化合物のガスが存在する。(シリコーンパテ 

やシリコーンチューブ、ヘアスプレーなどから発生) 

●大きな気圧変化はセンサの性能を損なうなど破壊するおそれ

がありますので避けてください。 

●長期間使用されない場合、電池は必ず本体から抜いておいて

ください。 
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    電電池池のの交交換換はは非非危危険険場場所所でで行行っっててくくだだささいい。。            

非非危危険険場場所所  

工場その他の事業場において、爆発または火災を生ずるために十分

な量の爆発性ガスが空気と混合して爆発限界内にある状態の雰囲

気(危険雰囲気)を生成しているか、あるいは生成するおそれのある

場所のことを危険場所といいます。これに対して、電気設備を施設

する場所で、通常及び異常な状態において危険雰囲気生成の可能性

がないと見なされる場所のことを非危険場所といいます。 

66..消消耗耗品品のの交交換換 

((22))電電池池のの交交換換方方法法  

  

  

  

  

  
 

 

①①電電池池蓋蓋をを開開けけ、、使使用用済済みみのの電電池池をを取取りり出出しし、、

新新ししいい単単33形形アアルルカカリリ乾乾電電池池（（33本本））をを極極性性

表表示示にに従従っってて挿挿入入ししまますす。。  
 

 

 

 

 

 

 

●交換する電池は古い電池との混合は避け、全て新しい電池に取り替えてください。 

●電池は電池室の極性(＋)、(-)表示通り間違えないように交換してください。 

●電池は単三形アルカリ乾電池をご使用ください。 

●電池のご使用時間の目安については、P.7の｢電池残量｣の表示をご覧ください。 

 

電池フタ 
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66..消消耗耗品品のの交交換換  

 
②②フフィィルルタタエエレレメメンントトをを取取りり出出しし、、ドドレレンンフフィィ
ルルタタ内内（（本本体体部部分分））ののホホココリリななどどをを十十分分取取りり
除除ききまますす。。  

 

 

 

 

 

 

③③新新ししいいフフィィルルタタエエレレメメンントトをを入入れれ、、ドドレレンンフフ

ィィルルタタをを元元のの通通りり組組みみ立立てててて、、機機器器本本体体にに取取

りり付付けけまますす。。  
 

 

 

 

 

 
 

 

 

●機器を動作させた状態で、フィルタエレメントを交換しないで

ください。ホコリ等の異物が機器内に入るおそれがあります。 

●組み立て時にはネジの締めすぎにご注意ください。 
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    電電池池のの交交換換はは非非危危険険場場所所でで行行っっててくくだだささいい。。            
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66..消消耗耗品品のの交交換換 
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●電池のご使用時間の目安については、P.7の｢電池残量｣の表示をご覧ください。 

 

電池フタ 
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77..オオププシショョンン品品ににつついいてて  

 

測定に便利な各種オプションをご用意しております。是非ご利用ください。 

オプション品の保証期間は有効期限など表示がある場合を除きお買上げ日より１ヶ年で

す。保証条件は製品と同じになります。 

 

XXPP--332299mm専専用用オオププシショョンンパパッッククPP332299  

 XP-329m専用のACアダプタや外部出力ケーブルなどが一式入ったオプションパックで

す。P329を使用すると以下のことが可能となります。 

 ○ACアダプタでの連続使用 

○XP-329m本体からのアナログ出力（0-999に対して0-999mV） 

○XP-329m本体の内蔵メモリへの測定値記録 

 （記録したデータはパソコンを使用し取り出します。） 

 

オプションパックの内容物は以下の通りです。 

・XP-329m専用ACアダプタ 1本 

・外部出力ケーブル （アナログ） 1本 

・PC接続用ソフト COSMOS DATA LOGGER（CD-ROM） 1枚 

 （Windows8.1/10対応） 

・USB接続ケーブル  1本 

 

詳しくは、 

『 8.本体メモリへの測定値記録（オプション）』P.22 

『 9.アナログ出力機能（オプション）』P.25 

『10.COSMOS DATA LOGGER（オプション）』P.26を参照ください。 
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66..消消耗耗品品のの交交換換 

   

②②電電池池フフタタのの右右横横ににああるるツツメメをを機機器器本本体体にに引引

っっかかけけまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

③③電電池池フフタタををツツメメ側側にに押押ししななががらら、、位位置置決決めめ部部

のの内内側側にに押押しし込込んんでで閉閉めめまますす。。  
 

 

 

 

 

 

新しい電池 

ツメ ツメ 

電池フタ 

位置決め部 
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77..オオププシショョンン品品ににつついいてて  
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66..消消耗耗品品のの交交換換 
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77..オオププシショョンン品品ににつついいてて  

  

平平面面ニニオオイイ捕捕集集器器HHNN--55((スステテンンレレスス製製))  

板紙や木板など、平面状の物から発生するニオイを測定する場合に便利です。 

 

試試料料採採取取用用ポポンンププDDCC11--NNAA((吸吸引引部部カカーートトリリッッジジ式式))  

悪臭防止法の中で直接採取法と呼ばれるサンプリング方法で定義されているポンプです。ポ

ンプと試料採取袋を接続し大気中のニオイを採取する時に使用します。また、風が強い場所

などで正確な測定ができない場合などにも使用します。ポンプの吸引流量は 15～20l/min で

す。臭気指数変換テーブル作成時にも大変便利です。 

  ※吸引圧が非常に弱いため、負圧のニオイ採取には使用できません。 

 

試試料料採採取取袋袋((66枚枚11組組))NNBB--331100  FFタタイイププ  ((ポポリリエエスステテルル製製))  

測定対象臭気を採取して測定するときに使います。容積は10L、取入口の外径は8mmです。 

 

  嗅嗅覚覚測測定定用用ニニオオイイ袋袋((1122枚枚11組組))NNBB--331100  OOタタイイププ((ポポリリエエスステテルル製製))  

嗅覚測定用で容積は3Lです。※試料採取にはご使用いただけません。 

 

  テテフフロロンンチチュューーブブTTPP--11((テテフフロロンン製製、、外外径径55××内内径径44mmmm、、11mm))  

    試料ビン、平面ニオイ捕集器を用いて測定する場合などに吸引口に取り付けて使用します。 

 

試試料料ビビンンSSBB--220000((ビビンン：：ガガララスス製製、、フフタタ：：テテフフロロンン製製、、口口金金：：スステテンンレレスス))  

    固体や液体から発生するニオイを測定する場合に使用します。 

 

※平面ニオイ捕集器、試料採取用ポンプ、試料採取袋、嗅覚測定用ニオイ袋、テフロンチューブ、試料ビンは

ポータブル型ニオイセンサXP-329シリーズ、XP-329Ⅲ、XP-329ⅢRと共通部品となっております。それらの

製品をお持ちの方は、XP-329mにもお使いいただけます。 
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77..オオププシショョンン品品ににつついいてて  

  

活活性性炭炭フフィィルルタタ((活活性性炭炭フフィィルルタタケケーーススとと活活性性炭炭11パパッックク))DDFF--110055  

活性炭フィルタを使用することで、清浄な空気を吸引することができます。ベース値

がなかなか安定しない場合や、使用環境に清浄な空気がなく測定が難しい場合などでも

ご使用いただけます。より正確に測定される場合などにご使用ください。 

 

※活性炭フィルタDF-105 はポータブル型ニオイセンサXP-329Ⅲ、XP-329ⅢRと共通部品となっております。

それらの製品をお持ちの方は、XP-329mにもお使いいただけます。 

 

詳しくは、 

『11.活性炭フィルタについて（オプション）』P.53を参照ください。 

 

 

活活性性炭炭((55パパッックク11組組))FFEE--111100  

活性炭フィルタDF-105の詰換え用活性炭です。5パック1組となっています。 

 

※活性炭FE-110 はポータブル型ニオイセンサXP-329Ⅲ、XP-329ⅢRと共通部品となっております。それらの

製品をお持ちの方は、XP-329mにもお使いいただけます。 

※活性炭の交換は使用環境・頻度にもよりますが、概ね1ヶ月に1度となります。 

  

詳しくは、 

『11.活性炭フィルタについて（オプション）』P.53を参照ください。 
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XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR

 100

88..本本体体メメモモリリへへのの測測定定値値記記録録（（オオププシショョンン））  

  ((22))ロロググデデーータタをを削削除除すするる  

①①XXPP--332299mm本本体体かからら削削除除すするる  

機器の電源を入れ、通常測定状態にします。 

①①通通常常測測定定状状態態でで、、RREECCOORRDD ボボタタンン      をを 33 秒秒間間

押押ししまますす。。「「ピピーーッッ」」とといいううブブザザーー音音がが鳴鳴動動しし、、

最最後後にに記記録録ししたたデデーータタがが削削除除さされれまますす。。  

  

  

②②続続けけててデデーータタをを削削除除ししたたいい場場合合はは、、①①のの操操作作をを繰繰

りり返返ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

②②CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（パパソソココンン））かからら削削除除すするる  

『10.COSMOS DATA LOGGER(オプション)』P.26を参照ください。 

  

   

RECORD ﾎﾞﾀﾝを

3秒間押す 

●RECORDボタンを3秒間押しても「ピーッ」というブザー音が鳴動しない場合は、XP-329m

本体にログデータは残っていない状態となります。 

●ログデータを削除した場合の「ピーッ」というブザー音は、削除中は連続鳴動するよ

う設計されているため、容量が大きいデータを削除する場合、数秒間ブザーが鳴動す

る場合があります。 

ピピ ッッ

RREECCOORRDD
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XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR

r .100

88..本本体体メメモモリリへへのの測測定定値値記記録録（（オオププシショョンン））  

((11))ロロググデデーータタをを記記録録すするる  

機器の電源を入れ、通常測定状態にします。 

①①通通常常測測定定状状態態でで、、RREECCOORRDD ボボタタンン      をを押押ししまま

すす。。画画面面左左にに「「r.」」ママーーククがが点点滅滅表表示示さされれ、、設設定定

さされれたた記記録録間間隔隔ごごととににロロググデデーータタのの記記録録がが開開始始

さされれまますす。。  

  

  

  

  

  

②②記記録録ををスストトッッププささせせるる場場合合はは、、再再度度RREECCOORRDDボボタタ

ンン      をを押押ししまますす。。「「ピピーーッッ」」とといいううブブザザーー音音

ととととももにに、、画画面面左左のの「「r.」」ママーーククがが消消ええ、、記記録録がが

終終了了ししまますす。。  

  

  

  

③③再再びび記記録録ししたたいい場場合合はは①①②②のの操操作作をを繰繰りり返返ししまま

すす。。  
 

 

 

 

   

RECORDﾎﾞﾀﾝを

押す 

再度 RECORD

ﾎﾞﾀﾝを押す 

ピピ--ｯｯ 

●記録中はピークホールド機能が使用できないため、PEAK HOLD ボタンを押しても、ピ

ーク値は表示されません。 

●記録間隔は工場出荷時には1秒に設定されています。記録間隔の変更は、PC接続ソフ

トから設定します。『10.COSMOS DATA LOGGER(オプション)』P.46を参照ください。 

オプションの『オプションパック P329』をご購入いただいてい

ない場合は、上記記録機能を使用することはできますが、記録し

たデータをパソコンに取り込むことはできません。 

ピピ ッッ

RREECCOORRDD

RREECCOORRDD
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RECORD ﾎﾞﾀﾝを
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ピピ ッッ

RREECCOORRDD
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XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR

 110

XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR

r .100

88..本本体体メメモモリリへへのの測測定定値値記記録録（（オオププシショョンン））  
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すす。。画画面面左左にに「「r.」」ママーーククがが点点滅滅表表示示さされれ、、設設定定

さされれたた記記録録間間隔隔ごごととににロロググデデーータタのの記記録録がが開開始始

さされれまますす。。  
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RECORDﾎﾞﾀﾝを

押す 

再度 RECORD
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ピピ--ｯｯ 
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ピピ ッッ

RREECCOORRDD

RREECCOORRDD



 

25 

99..アアナナロロググ出出力力機機能能（（オオププシショョンン））  

（（11））使使用用手手順順  

①①XXPP--332299mm 本本体体底底面面保保護護シシーールルをを底底面面のの左左下下部部位位

のの切切りり込込みみかかららははががししまますす。。  

  

  

  

②②底底面面左左端端ののジジャャッッククががアアナナロロググ出出力力ととななっってていい

るるたためめ、、オオププシショョンンパパッッククPP332299にに付付属属のの外外部部出出

力力ケケーーブブルルををカカチチッッとといいうう音音ががすするるままでで奥奥にに差差

しし込込みみまますす。。  

  

  

  

③③外外部部出出力力ケケーーブブルルののももうう一一方方をを記記録録計計ななどどにに接接

続続ししまますす。。  

  

  

  

  

（（22））仕仕様様  

  

  

  

  

項目 仕様 

信号 指示値0-999に対してDC0-999mV 

 （インピーダンス1MΩ以上） 

精度 指示値に対して±1％以下 

ケーブル長 1m 

ケーブル色 白：プラス 黒：コモン 

オプションの『オプションパック P329』をご購入いただいてい

ない場合は、上記記録機能を使用することはできません。 

この部分からはがす 
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88..本本体体メメモモリリへへのの測測定定値値記記録録（（オオププシショョンン））  

  

③③メメモモリリ容容量量ににつついいてて  

  メメモモリリ容容量量ににつついいててはは XXPP--332299mm 本本体体下下部部にに表表示示

さされれてていいるるメメモモリリ残残量量ババーーググララフフににてて確確認認すするる

ここととががででききまますす。。記記録録すするるここととにによよりりババーーググララフフ

がが右右側側よよりり減減っってていいきき、、すすべべてて無無くくななるるととメメモモリリ

ががいいっっぱぱいいのの状状態態ととななりりまますす。。メメモモリリががいいっっぱぱいい

ににななるるととブブザザーー音音がが鳴鳴動動しし、、メメモモリリをを削削除除ししなないい

限限りり、、記記録録ででききなないい状状態態ととななりりまますす。。  

  

メメモモリリ容容量量はは1188KKBByytteeでですす。。つつままりり、、11秒秒間間隔隔ににてて記記録録すするるとと約約55時時間間記記録録

すするるここととがが出出来来まますす。。記記録録間間隔隔とと連連続続記記録録可可能能時時間間はは以以下下ののよよううににななりりまますす。。  

     表 記録間隔と連続記録可能時間の目安 

記録間隔 連続記録可能時間 

1秒 約5時間 

2秒 約10時間 

5秒 約1日 

10秒 約2日 

30秒 約6日 

60秒 約12日 

 
 

 

 

 

 

メモリ残量 
多い 少ない 

●上記の記録可能時間は連続記録可能時間です。何度もRECORDボタンを押し、断続的に

記録を行った場合は、記録時間は短くなります。 

●記録間隔は工場出荷時には1秒に設定されています。記録間隔の変更は、COSMOS DATA 

LOGGERから設定します。『10.COSMOS DATA LOGGER(オプション)』P.46を参照ください。 

●COSMOS DATA LOGGERでもメモリ残量を確認することができます。 

 888
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88..本本体体メメモモリリへへのの測測定定値値記記録録（（オオププシショョンン））  

  

③③メメモモリリ容容量量ににつついいてて  

  メメモモリリ容容量量ににつついいててはは XXPP--332299mm 本本体体下下部部にに表表示示

さされれてていいるるメメモモリリ残残量量ババーーググララフフににてて確確認認すするる

ここととががででききまますす。。記記録録すするるここととにによよりりババーーググララフフ

がが右右側側よよりり減減っってていいきき、、すすべべてて無無くくななるるととメメモモリリ

ががいいっっぱぱいいのの状状態態ととななりりまますす。。メメモモリリががいいっっぱぱいい

ににななるるととブブザザーー音音がが鳴鳴動動しし、、メメモモリリをを削削除除ししなないい

限限りり、、記記録録ででききなないい状状態態ととななりりまますす。。  

  

メメモモリリ容容量量はは1188KKBByytteeでですす。。つつままりり、、11秒秒間間隔隔ににてて記記録録すするるとと約約55時時間間記記録録

すするるここととがが出出来来まますす。。記記録録間間隔隔とと連連続続記記録録可可能能時時間間はは以以下下ののよよううににななりりまますす。。  

     表 記録間隔と連続記録可能時間の目安 

記録間隔 連続記録可能時間 

1秒 約5時間 

2秒 約10時間 

5秒 約1日 

10秒 約2日 

30秒 約6日 

60秒 約12日 

 
 

 

 

 

 

メモリ残量 
多い 少ない 

●上記の記録可能時間は連続記録可能時間です。何度もRECORDボタンを押し、断続的に

記録を行った場合は、記録時間は短くなります。 

●記録間隔は工場出荷時には1秒に設定されています。記録間隔の変更は、COSMOS DATA 

LOGGERから設定します。『10.COSMOS DATA LOGGER(オプション)』P.46を参照ください。 

●COSMOS DATA LOGGERでもメモリ残量を確認することができます。 

 888
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1100..  CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

②② イインンスストトーールル中中にに使使用用すするる言言語語

をを選選択択しし、、「「OOKK」」ををククリリッッククししまま

すす。。  

 

 

③③ 「「CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRセセッットトアア

ッッププウウィィザザーードドのの開開始始」」画画面面がが

表表示示さされれまますす。。「「次次へへ」」ボボタタンンをを

選選択択ししまますす。。  

 

 

 

④④ 「「使使用用許許諾諾契契約約書書のの同同意意」」画画面面

がが表表示示さされれまますす。。  

画画面面ををススククロローールルささせせてて、、すすべべ

ててのの内内容容をを良良くく読読んんででくくだだささいい。。  

ラライイセセンンスス契契約約ののすすべべててのの条条項項

にに同同意意ししてて頂頂けけるる場場合合ににののみみ、、

［［同同意意ししまますす］］ををチチェェッッククししてて、、

[[次次へへ]]ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

  
 

  

インストールまたは、初めて使用される前には必ず「ソフトウェア使

用許諾契約書」の全ての内容を良く読んでください。その内容の全て

に同意される場合にのみ、ソフトウェアの使用が許諾されます。 
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

（（11））CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRののイインンスストトーールル  

11））..ソソフフトトウウェェアアののイインンスストトーールル    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

①①  パパソソココンンののCCDD--RROOMMドドラライイブブににイインンスストトーールルCCDDをを入入れれまますす。。  

  WWiinnddoowwss1100のの場場合合、、イインンスストトーールルCCDDのの「「SSeettuuppWWiinn1100__CCoossmmoossDDaattaaLLooggggeerr..eexxee」」

をを実実行行ししまますす。。                                                        

    WWiinnddoowwss88..11のの場場合合、、イインンスストトーールルCCDDのの

「「SSeettuuppWWiinn8811__CCoossmmoossDDaattaaLLooggggeerr..eexxee」」をを実実行行ししまますす。。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●商標について・・・Windows, Excelは米国Microsoft Corporationの登録商標です。 

●本ソフトの必要な動作環境は以下の通りです。 

・Windows8.1/10が動作するパソコン 

・ハードディスクドライブ空き容量 60Mバイト以上 

●Windows は Windows Update を適用し、サービスパック等を最新の状態に更新してからご使用く

ださい。 

●ここでは標準的な設定の Windows10 でのインストール画面で説明します。他のバージョンの

Windowsでは画面表示が異なる場合があります。 

●何らかのセキュリティに関する警告が表示された場

合は、『実行』または『続行』または『許可』または

『はい』を選択し、インストールを続行してくださ

い。 

 

●インストール中のファイルコピーに10分以上かかる

場合には、セットアップを一旦中止し、『ウイルスチ

ェッカー』等の動作を一時的に停止すると改善する

場合があります。インストールが完了したら、安全

のために再び『ウイルスチェッカー』の動作を再開

することを忘れないようにしてください。 

●インストールの実行前に、他のプログラムをすべて終了しておいてく

ださい。 

●インストールは検知器本体をUSB接続しない状態で行ってください。 
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1100..  CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  
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1100..  CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

⑦⑦ 「「イインンスストトーールル準準備備完完了了」」画画面面

がが表表示示さされれまますす。。  

内内容容をを確確認認しし、、「「イインンスストトーールル」」

ををククリリッッククししまますす。。  

 

 

 

⑧⑧ 正正常常ににイインンスストトーールルがが終終了了ししたた

場場合合ににはは、、続続いいてて「「NNFFCC  PPoorrtt  

SSooffttwwaarree」」ののイインンスストトーールル開開始始

画画面面がが表表示示さされれまますす。。XXPP--332299mm

ととのの通通信信ににはは必必要要なないいののでで「「キキ

ャャンンセセルル」」をを選選択択ししまますす。。  

 

⑨⑨ 「「CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRセセッットトアア

ッッププウウィィザザーードドのの完完了了」」画画面面にに

切切りり替替わわりりまますす。。  

「「完完了了」」ボボタタンンをを選選択択ししててイインン

スストトーールルをを終終了了ししててくくだだささいい。。 
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1100..  CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

⑤⑤ 「「イインンスストトーールル先先のの指指定定」」画画面面

がが表表示示さされれるるののででイインンスストトーールル

すするるフフォォルルダダをを選選択択ししまますす。。  

そそののままままででよよけけれればば「「次次へへ」」をを

ククリリッッククししまますす。。他他ののフフォォルルダダ

ににイインンスストトーールルすするる場場合合はは「「参参

照照」」ををククリリッッククししててかかららフフォォルル

ダダのの選選択択ををししまますす。。イインンスストトーー

ルル先先ののフフォォルルダダがが決決ままっったたらら

「「次次へへ」」ををククリリッッククししまますす。。  
 

⑥⑥ 「「ププロロググララムムググルルーーププのの指指定定」」

画画面面がが表表示示さされれるるののででププロロググララ

ムムアアイイココンンをを作作成成すするる場場所所をを選選

択択ししまますす。。  

そそののままままででよよけけれればば「「次次へへ」」をを

ククリリッッククししまますす。。  

他他ののデディィレレククトトリリにに作作成成すするる場場

合合はは「「参参照照」」ををククリリッッククししててかか

ららデディィレレククトトリリのの選選択択ををししまますす。。  

作作成成先先ののデディィレレククトトリリがが決決ままっっ

たたらら「「次次へへ」」ををククリリッッククししまますす。。  
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⑦⑦ 「「イインンスストトーールル準準備備完完了了」」画画面面

がが表表示示さされれまますす。。  

内内容容をを確確認認しし、、「「イインンスストトーールル」」

ををククリリッッククししまますす。。  

 

 

 

⑧⑧ 正正常常ににイインンスストトーールルがが終終了了ししたた

場場合合ににはは、、続続いいてて「「NNFFCC  PPoorrtt  
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スストトーールルをを終終了了ししててくくだだささいい。。 
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④④  「「使使用用許許諾諾契契約約のの同同意意」」画画面面がが  

表表示示さされれまますす。。画画面面ををススククロローー  

ルルささせせてて、、すすべべててのの内内容容をを良良くく  

読読んんででくくだだささいい。。  

ラライイセセンンスス契契約約ののすすべべててのの条条項項  

にに同同意意ししてて頂頂けけるる場場合合ににののみみ、、  

「「同同意意ししまますす」」をを選選択択しし、、「「次次  

へへ」」ををククリリッッククししててくくだだささいい。。  

 

⑤⑤  イインンスストトーールルがが正正常常にに完完了了すするる  

とと、、「「デデババイイススドドラライイババののイインン  

スストトーールルウウィィザザーードドのの完完了了」」画画  

面面がが表表示示さされれまますす。。  

    「「完完了了」」ををククリリッッククししまますす。。  
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22））..UUSSBBドドラライイババののイインンスストトーールル  

①①  イインンスストトーールルCCDDのの「「CCDDMM2211222288__SSeettuupp..eexxee」」ををダダブブルルククリリッッククししまますす。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩  

 

 

②②  イインンスストトーールル開開始始画画面面がが表表示示ささ  

れれまますす。。「「EExxttrraacctt」」ををククリリッックク  

ししまますす。。  

 

 

 

 

 

③③  「「デデババイイススドドラライイババののイインンスストト  

ーールルウウィィザザーードド」」がが表表示示さされれまま  

すす。。「「次次へへ」」ををククリリッッククししまますす。。  

 

 

 

 

 

  

●何らかのセキュリティに関する警告が表示された場

合は、『実行』または『続行』または『許可』または

『はい』を選択し、インストールを続行してくださ

い。 
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⑩  

 

 

②②  イインンスストトーールル開開始始画画面面がが表表示示ささ  

れれまますす。。「「EExxttrraacctt」」ををククリリッックク  

ししまますす。。  

 

 

 

 

 

③③  「「デデババイイススドドラライイババののイインンスストト  

ーールルウウィィザザーードド」」がが表表示示さされれまま  

すす。。「「次次へへ」」ををククリリッッククししまますす。。  

 

 

 

 

 

  

●何らかのセキュリティに関する警告が表示された場

合は、『実行』または『続行』または『許可』または

『はい』を選択し、インストールを続行してくださ

い。 
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22））..CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRのの使使用用方方法法 

XP-329mとの通信が確立するとCOSMOS DATA LOGGERが起動し以下の画面

となります。 

 

①①  「「XXPP--332299mm」」をを選選択択しし、、「「確確定定」」ボボタタ

ンンををククリリッッククししまますす。。  

②② メメイインンメメニニュューーがが表表示示さされれまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

●本アプリを終了する場合、メインメニューの「終了」ボタンをクリックしてください。本

アプリは、メインメニューからのみ終了できます。 
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XXPP--332299mm

OODDOORR  LLEEVVEERRLL  IINNDDIICCAATTOORR

RREECCOORRDD

PPEEAAKK  HHOOLLDD

PPOOWWEERR

- 00-

1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

（（22））CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRのの使使用用方方法法  

11））..パパソソココンンととXXPP--332299mmをを接接続続ししまますす    

①①XXPP--332299mm 本本体体底底面面保保護護シシーールルをを底底面面のの左左下下部部位位

のの切切りり込込みみかかららははががししまますす。。  

  

  

  

②②XXPP--332299mm底底面面ののUUSSBB端端子子ととパパソソココンンをを付付属属ののUUSSBB

ケケーーブブルルでで接接続続ししまますす。。  

  

  

  

  

  

③③XXPP--332299mmののRREECCOORRDDボボタタンン    をを押押ししななががららPPOOWWEERR

ボボタタンン    をを 33 秒秒間間押押しし、、通通信信モモーードドでで電電源源をを

入入れれまますす。。  

  通通信信モモーードドでで電電源源がが入入るるとと、、画画面面にに『『-00-』』とと表表

示示さされれまますす。。  

  

  

  

④④パパソソココンンのの「「ススタターートトボボタタンン」」→→「「CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  

LLOOGGGGEERR」」ををククリリッッククしし、、ソソフフトトをを起起動動ししまますす。。  

  

    

①を押しながら

②を3秒間押す 

この部分からはがす 

PPOOWWEERR

RREECCOORRDD
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22））..CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRのの使使用用方方法法 
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ンンををククリリッッククししまますす。。  

②② メメイインンメメニニュューーがが表表示示さされれまますす。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

●本アプリを終了する場合、メインメニューの「終了」ボタンをクリックしてください。本

アプリは、メインメニューからのみ終了できます。 
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①を押しながら

②を3秒間押す 

この部分からはがす 

PPOOWWEERR

RREECCOORRDD
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44））..CCOOMMポポーートトのの設設定定  

①①  メメイインンメメニニュューーのの「「CCOOMMポポーートト設設定定」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

②②  検検知知器器をを接接続続ししたたCCOOMMポポーートトのの登登録録欄欄ににああるるチチェェッッククボボッッククススををククリリッッ

ククししまますす。。  

③③  「「登登録録」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

④④  「「設設定定内内容容をを保保存存ししままししたた。。」」がが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。

  

⑤⑤  戻戻るるボボタタンンででメメイインンメメニニュューーにに戻戻りりまますす。。  
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33））..メメイインンメメニニュューー  

 

No. な ま え は た ら き 

① 登録検知器一覧 
登録している検知器の種別と名称を表示します。 

ログデータの読み込みや削除したい検知器を選択します。 

② ログデータ読込 
登録検知器一覧で選択した検知器のログデータを読み込みます。 

（→ P.36） 

③ ログデータ削除 
登録検知器一覧で選択した検知器のログデータをすべて削除します。 

（→ P.37） 

④ 測定データ一覧 
読み込んだ測定データの一覧を表示します。 

（→ P.38） 

⑤ 終了 COSMOS DATA LOGGERを終了します。 

⑥ 検知器設定 記録間隔の取得や設定、メモリの残量確認を行います。（→ P.45） 

⑦ 環境設定 
データを読み込んだ際に検知器側のデータの削除方法を設定します。 

（→ P.47） 

⑧ COMポート設定 検知器を接続するCOMポートを選択します。（→ P.35） 

⑨ 検知器機種の選択 検知器の機種を変更します。（→ P.48） 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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⑦ 

⑧ 

⑨ 
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⑤⑤  読読みみ込込みみ完完了了後後、、XXPP--332299mm本本体体内内ののロロググデデーータタをを削削除除すするるかか確確認認メメッッセセ

ーージジがが表表示示さされれまますす。。削削除除すするる場場合合、、「「OOKK」」をを選選択択ししまますす。。読読みみ込込みみ完完

了了毎毎にに都都度度確確認認すするるかか、、確確認認せせずずにに自自動動削削除除すするるかか「「環環境境設設定定」」ににてて変変

更更ででききまますす。。「「環環境境設設定定」」画画面面ににつついいててはは、、PP..4477をを参参照照ししててくくだだささいい。。  

  

66））..ロロググデデーータタ削削除除  

登登録録検検知知器器一一覧覧でで選選択択ししたた検検知知器器ののロロググデデーータタをを削削除除ししまますす。。  
 

①①  ロロググデデーータタをを削削除除すするる検検知知器器をを選選択択ししまますす。。  

  

②②  「「ロロググデデーータタ削削除除」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  ロロググデデーータタがが削削除除さされれまますす。。  
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55））..ロロググデデーータタ読読込込  

登録検知器一覧で選択した検知器のログデータを読み込みます。 
 

①①  ロロググデデーータタをを読読みみ込込むむ検検知知器器をを選選択択ししまますす。。  

  

②②  「「ロロググデデーータタ読読込込」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  確確認認ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」をを選選択択ししててくくだだささいい。。  

  

④④  ロロググデデーータタがが読読みみ込込ままれれまますす。。  
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⑤⑤  読読みみ込込みみ完完了了後後、、XXPP--332299mm本本体体内内ののロロググデデーータタをを削削除除すするるかか確確認認メメッッセセ

ーージジがが表表示示さされれまますす。。削削除除すするる場場合合、、「「OOKK」」をを選選択択ししまますす。。読読みみ込込みみ完完

了了毎毎にに都都度度確確認認すするるかか、、確確認認せせずずにに自自動動削削除除すするるかか「「環環境境設設定定」」ににてて変変

更更ででききまますす。。「「環環境境設設定定」」画画面面ににつついいててはは、、PP..4477をを参参照照ししててくくだだささいい。。  

  

66））..ロロググデデーータタ削削除除  

登登録録検検知知器器一一覧覧でで選選択択ししたた検検知知器器ののロロググデデーータタをを削削除除ししまますす。。  
 

①①  ロロググデデーータタをを削削除除すするる検検知知器器をを選選択択ししまますす。。  

  

②②  「「ロロググデデーータタ削削除除」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  ロロググデデーータタがが削削除除さされれまますす。。  

 

36 

1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

  

55））..ロロググデデーータタ読読込込  

登録検知器一覧で選択した検知器のログデータを読み込みます。 
 

①①  ロロググデデーータタをを読読みみ込込むむ検検知知器器をを選選択択ししまますす。。  

  

②②  「「ロロググデデーータタ読読込込」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  確確認認ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」をを選選択択ししててくくだだささいい。。  

  

④④  ロロググデデーータタがが読読みみ込込ままれれまますす。。  
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測測定定デデーータタ一一覧覧画画面面ににつついいてて  

 

No. な ま え は た ら き 

① 
絞込条件 

（取込日時） 

取込日時から条件を指定し、対象データを絞り込んで表示します。「今日」

と「昨日」など複数選択することができます。 

② 

測定データ一覧 検知器から読み出した測定データの一覧を表示します。 

 

全データ選択 読み込んだすべてのデータを選択します。 

No. 
日時の順に取り込んだデータを表示します。 

クリックすると降順（昇順）で並びかえることができます。 

取込日時 取込開始した日時を表示します。 

保存対象 

センサ数 

保存対象とするセンサの数を表示します。 

「▼」をクリックしてプルダウンメニューからセンサ数を選択すると、対象

となる測定データが表示されます。 

検知器機種 

検知器の機種を表示します。 

「▼」をクリックしてプルダウンメニューから機種を選択すると、対象とな

る測定データが表示されます。 

製造番号 

検知器の製造番号を表示します。 

「▼」をクリックしてプルダウンメニューから製造番号を選択すると、対象

となる測定データが表示されます。 

ログ保存周期 

ログの保存周期を表示します。 

「▼」をクリックしてプルダウンメニューから保存周期を選択すると、対象

となる測定データが表示されます。 

ログデータ数 保存されているログデータ数を表示します。 

情報 メモリ番号を表示します。 

コメント グラフ表示画面のコメント欄の内容が表示されます。 

グラフ表示 アイコンをクリックするとグラフ表示画面に移行します。（→ P.42） 

削除 アイコンをクリックすると測定データを削除します。（→ P.41） 

③ CSV選択出力 選択された測定データをCSVファイルに出力します。（→ P.40） 

④ 削除 選択された測定データを削除します。（→ P.41） 

⑤ 戻る メインメニューに戻ります。 

① 

② 

④ 

③ 

⑤ 
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77））..測測定定デデーータタ一一覧覧  

読み込まれている測定データの一覧を表示し、グラフ表示やCSVファイル 

へ出力することができます。 
 

①①  メメイインンメメニニュューーのの「「測測定定デデーータタ一一覧覧」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

②②  測測定定デデーータタ一一覧覧画画面面がが表表示示さされれまますす。。  
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測測定定デデーータタ一一覧覧画画面面ににつついいてて  

 

No. な ま え は た ら き 

① 
絞込条件 

（取込日時） 

取込日時から条件を指定し、対象データを絞り込んで表示します。「今日」

と「昨日」など複数選択することができます。 

② 

測定データ一覧 検知器から読み出した測定データの一覧を表示します。 

 

全データ選択 読み込んだすべてのデータを選択します。 

No. 
日時の順に取り込んだデータを表示します。 

クリックすると降順（昇順）で並びかえることができます。 

取込日時 取込開始した日時を表示します。 

保存対象 

センサ数 

保存対象とするセンサの数を表示します。 

「▼」をクリックしてプルダウンメニューからセンサ数を選択すると、対象

となる測定データが表示されます。 

検知器機種 

検知器の機種を表示します。 

「▼」をクリックしてプルダウンメニューから機種を選択すると、対象とな

る測定データが表示されます。 

製造番号 

検知器の製造番号を表示します。 

「▼」をクリックしてプルダウンメニューから製造番号を選択すると、対象

となる測定データが表示されます。 

ログ保存周期 

ログの保存周期を表示します。 

「▼」をクリックしてプルダウンメニューから保存周期を選択すると、対象

となる測定データが表示されます。 

ログデータ数 保存されているログデータ数を表示します。 

情報 メモリ番号を表示します。 

コメント グラフ表示画面のコメント欄の内容が表示されます。 

グラフ表示 アイコンをクリックするとグラフ表示画面に移行します。（→ P.42） 

削除 アイコンをクリックすると測定データを削除します。（→ P.41） 

③ CSV選択出力 選択された測定データをCSVファイルに出力します。（→ P.40） 

④ 削除 選択された測定データを削除します。（→ P.41） 

⑤ 戻る メインメニューに戻ります。 

① 

② 

④ 

③ 

⑤ 
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77））..測測定定デデーータタ一一覧覧  

読み込まれている測定データの一覧を表示し、グラフ表示やCSVファイル 

へ出力することができます。 
 

①①  メメイインンメメニニュューーのの「「測測定定デデーータタ一一覧覧」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

②②  測測定定デデーータタ一一覧覧画画面面がが表表示示さされれまますす。。  
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測測定定デデーータタのの削削除除  

①①  削削除除すするる測測定定デデーータタをを選選択択ししまますす。。  

  

②②  「「削削除除」」ままたたはは削削除除欄欄ののアアイイココンンををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  確確認認ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

 

    削除した測定データは元に戻せません。 

削除する前に十分確認してください。 
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測測定定デデーータタのの選選択択  

①①  選選択択ししたたいい測測定定デデーータタのの下下記記破破線線枠枠部部分分ををククリリッッククししまますす。。  

選選択択をを解解除除すするる場場合合はは、、再再度度ククリリッッククししまますす。。  

  

  

  

  

CCSSVVフファァイイルルへへのの出出力力  

①①  CCSSVVフファァイイルルへへ出出力力すするる測測定定デデーータタをを選選択択ししまますす。。  

  

②②  「「CCSSVV選選択択出出力力」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  保保存存先先をを指指定定ししてて「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

 

  



 

41 

1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

測測定定デデーータタのの削削除除  

①①  削削除除すするる測測定定デデーータタをを選選択択ししまますす。。  

  

②②  「「削削除除」」ままたたはは削削除除欄欄ののアアイイココンンををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  確確認認ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

 

    削除した測定データは元に戻せません。 

削除する前に十分確認してください。 
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測測定定デデーータタのの選選択択  

①①  選選択択ししたたいい測測定定デデーータタのの下下記記破破線線枠枠部部分分ををククリリッッククししまますす。。  

選選択択をを解解除除すするる場場合合はは、、再再度度ククリリッッククししまますす。。  

  

  

  

  

CCSSVVフファァイイルルへへのの出出力力  

①①  CCSSVVフファァイイルルへへ出出力力すするる測測定定デデーータタをを選選択択ししまますす。。  

  

②②  「「CCSSVV選選択択出出力力」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  保保存存先先をを指指定定ししてて「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  
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ググララフフ表表示示画画面面ににつついいてて  

  
 

No. な ま え は た ら き 

① 
グラフ設定 表示するグラフの条件を設定します。 

 時間分解能 グラフに表示する時間単位をプルダウンメニューから選択します。 

② 

測定データ情報 検知器から読み出した測定データの情報を表示します。 

 

製造番号 検知器の製造番号を表示します。 

取込日時 測定データを取り込んだ日時を表示します。 

メモリ番号 ログデータを保存したメモリ番号を表示します。 

ログ保存周期 ログの保存周期を表示します。 

ログデータ数 保存されているログデータ数を表示します。 

コメント 
コメントを入力することができます。 

入力内容は測定データ一覧画面のコメント欄にも表示されます。 

③ CSV出力 グラフ表示中の測定データをCSVファイルに出力します。（→ P.44） 

④ 保存 コメントを保存します。（→ P.44） 

⑤ 削除 グラフ表示中の測定データを削除します。（→ P.44） 

⑥ 戻る 測定データ一覧画面に戻ります。 

  

    

① 

② 

③ ④ ⑤ ⑥ 
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

88））..ググララフフ表表示示  

選択した測定データをグラフ表示し、コメントの追加やCSVファイルへ出力 

することができます。 
 

①①  ググララフフ表表示示すするる測測定定デデーータタをを選選択択ししまますす。。  

  

②②  ググララフフ表表示示欄欄ののアアイイココンンををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  ググララフフ表表示示画画面面がが表表示示さされれまますす。。  
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ググララフフ表表示示画画面面ににつついいてて  

  
 

No. な ま え は た ら き 

① 
グラフ設定 表示するグラフの条件を設定します。 

 時間分解能 グラフに表示する時間単位をプルダウンメニューから選択します。 

② 

測定データ情報 検知器から読み出した測定データの情報を表示します。 

 

製造番号 検知器の製造番号を表示します。 

取込日時 測定データを取り込んだ日時を表示します。 

メモリ番号 ログデータを保存したメモリ番号を表示します。 

ログ保存周期 ログの保存周期を表示します。 

ログデータ数 保存されているログデータ数を表示します。 

コメント 
コメントを入力することができます。 

入力内容は測定データ一覧画面のコメント欄にも表示されます。 

③ CSV出力 グラフ表示中の測定データをCSVファイルに出力します。（→ P.44） 

④ 保存 コメントを保存します。（→ P.44） 

⑤ 削除 グラフ表示中の測定データを削除します。（→ P.44） 

⑥ 戻る 測定データ一覧画面に戻ります。 

  

    

① 

② 

③ ④ ⑤ ⑥ 
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88））..ググララフフ表表示示  

選択した測定データをグラフ表示し、コメントの追加やCSVファイルへ出力 

することができます。 
 

①①  ググララフフ表表示示すするる測測定定デデーータタをを選選択択ししまますす。。  

  

②②  ググララフフ表表示示欄欄ののアアイイココンンををククリリッッククししまますす。。  

  

③③  ググララフフ表表示示画画面面がが表表示示さされれまますす。。  
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

  

99））..検検知知器器設設定定  

①①  メメイインンメメニニュューーのの「「検検知知器器設設定定」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

②②  検検知知器器設設定定画画面面がが表表示示さされれまますす。。  

③③  登登録録検検知知器器一一覧覧かからら設設定定対対象象のの検検知知器器をを選選択択ししまますす。。  
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CCSSVVフファァイイルルへへのの出出力力  

①①  「「CCSSVV出出力力」」ををククリリッッククししまますす。。  

②②  保保存存先先をを指指定定ししてて「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

 

 

 

 

ココメメンントトのの保保存存  

①①  「「保保存存」」ををククリリッッククししまますす。。  

②②  確確認認ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

  

  

測測定定デデーータタのの削削除除  

①①  「「削削除除」」ををククリリッッククししまますす。。  

②②  確確認認ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

 

    削除した測定データは元に戻せません。 

削除する前に十分確認してください。 
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99））..検検知知器器設設定定  

①①  メメイインンメメニニュューーのの「「検検知知器器設設定定」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

②②  検検知知器器設設定定画画面面がが表表示示さされれまますす。。  

③③  登登録録検検知知器器一一覧覧かからら設設定定対対象象のの検検知知器器をを選選択択ししまますす。。  
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CCSSVVフファァイイルルへへのの出出力力  

①①  「「CCSSVV出出力力」」ををククリリッッククししまますす。。  

②②  保保存存先先をを指指定定ししてて「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

 

 

 

 

ココメメンントトのの保保存存  

①①  「「保保存存」」ををククリリッッククししまますす。。  

②②  確確認認ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

  

  

測測定定デデーータタのの削削除除  

①①  「「削削除除」」ををククリリッッククししまますす。。  

②②  確確認認ののメメッッセセーージジがが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

 

    削除した測定データは元に戻せません。 

削除する前に十分確認してください。 
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

1100））..環環境境設設定定  

①①  メメイインンメメニニュューーのの「「環環境境設設定定」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

②②  読読みみ込込みみデデーータタのの削削除除方方法法をを選選択択ししまますす。。  

③③  「「設設定定保保存存」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

④④  「「設設定定内内容容をを保保存存ししままししたた。。」」がが表表示示さされれたたらら「「OOKK」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

⑤⑤  戻戻るるボボタタンンででメメイインンメメニニュューーにに戻戻りりまますす。。  
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

● 記記録録間間隔隔をを取取得得すするる場場合合  

①①  記記録録間間隔隔内内のの「「取取得得」」ををククリリッッククししててくくだだささいい。。  

 

②②  検検知知器器にに設設定定さされれたた記記録録間間隔隔がが表表示示さされれまますす。。  

 

  

  

  

● 記記録録間間隔隔をを設設定定すするる場場合合  

①①  検検知知器器にに設設定定すするる記記録録間間隔隔ををププルルダダウウンンかからら選選択択しし、、「「設設定定」」ををククリリ

ッッククししまますす。。  

  

②②  検検知知器器にに記記録録間間隔隔がが設設定定さされれまますす。。  
  

  

  

● メメモモリリのの残残量量をを確確認認すするる場場合合  

①①  メメモモリリ状状態態のの「「残残量量確確認認」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

②②  メメモモリリ状状態態のの残残りりにに検検知知器器ののメメモモリリ残残量量をを表表示示ししまますす。。  
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

● 記記録録間間隔隔をを取取得得すするる場場合合  

①①  記記録録間間隔隔内内のの「「取取得得」」ををククリリッッククししててくくだだささいい。。  

 

②②  検検知知器器にに設設定定さされれたた記記録録間間隔隔がが表表示示さされれまますす。。  
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● メメモモリリのの残残量量をを確確認認すするる場場合合  
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

    

1122））..CCSSVVフファァイイルルのの構構成成    

出力されたデータは表計算ソフトで一般的に用いられる「CSV(カンマで区切

られた値)ファイル形式」で、記録フォルダに書き込まれています。CSV ファ

イルはテキストファイルであるため表計算ソフト以外にもワープロやテキス

トエディタで開いて見ることや、印刷することができます。 

 

ファイル名はデータの取込日時から『検知器機種_製造番号_メモリ番号_計

測生データ_4桁年2桁月2桁日2桁時2桁分2桁秒.拡張子』が自動的につけ

られます。例としてデータの取込日時が『2020/9/30 8:54:00』の場合、ファ

イル名は以下のようになります。 

『XP-329m_2020-01-01329MININ_D00002_20200930085400.csv』 

 

Excelがインストールされていると、拡張子CSVのファイルが関連付けされ

ているので、データファイルのダブルクリックで開くことができます。Excel

から受信データファイルを開くと次の例のようになります。 

  

A列に記録間隔ごとの時間（秒）が、B列にはその時の指示値が表示されます。 
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

1111））..検検知知器器機機種種のの選選択択  

①①  メメイインンメメニニュューーのの「「検検知知器器機機種種のの選選択択」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

②②  変変更更すするる機機種種をを選選択択ししまますす。。  

③③  「「確確定定」」ボボタタンンををククリリッッククししまますす。。  

  機機種種がが変変更更さされれメメイインンメメニニュューーにに戻戻りりまますす。。  
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  
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トエディタで開いて見ることや、印刷することができます。 
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測生データ_4桁年2桁月2桁日2桁時2桁分2桁秒.拡張子』が自動的につけ
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ているので、データファイルのダブルクリックで開くことができます。Excel

から受信データファイルを開くと次の例のようになります。 

  

A列に記録間隔ごとの時間（秒）が、B列にはその時の指示値が表示されます。 
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

 

1111））..検検知知器器機機種種のの選選択択  

①①  メメイインンメメニニュューーのの「「検検知知器器機機種種のの選選択択」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

  

②②  変変更更すするる機機種種をを選選択択ししまますす。。  

③③  「「確確定定」」ボボタタンンををククリリッッククししまますす。。  

  機機種種がが変変更更さされれメメイインンメメニニュューーにに戻戻りりまますす。。  
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

    

22））..UUSSBBドドラライイババののアアンンイインンスストトーールル    

  

 
ここでは標準的な設定のWindows10の画面表示について説明します。 

他のバージョンのWindowsでは表示が異なる場合があります。 

  

  

 

  

①①  ススタターートトボボタタンンをを右右ククリリッッククしし、、「「デデババイイススママネネーージジャャーー」」ををククリリッッククしし

まますす。。  

 

    

ススタターートトボボタタンン  

デデババイイススママネネーージジャャーー 

USBドライバをアンインストールする際にはXP-329m本体を必

ずUSBケーブルでパソコンに接続してください。 
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

    

（（33））CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRののアアンンイインンスストトーールル  

11））..ソソフフトトウウェェアアののアアンンイインンスストトーールル    

  

 
ここでは標準的な設定のWindows10の画面表示について説明します。 

他のバージョンのWindowsでは表示が異なる場合があります。 

 

①①  ススタターートトメメニニュューーののアアププリリのの一一覧覧のの中中

かからら「「CCoossmmoossDDaattaaLLooggggeerr」」ののアアププリリをを見見

つつけけまますす。。  

②②  アアププリリをを右右ククリリッッククすするるとと、、メメニニュューーがが

表表示示さされれ、、そそのの中中かからら「「アアンンイインンスストトーー

ルル」」をを選選択択ししまますす。。  

③③  「「ププロロググララムムとと機機能能」」がが表表示示さされれるるののでで、、「「CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR」」をを右右クク

リリッッククしし、、「「アアンンイインンスストトーールル」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

④④  CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRアアププリリののアアンンイインンスストトーールルがが開開始始さされれまますす。。  

      何何ららかかののセセキキュュリリテティィにに関関すするる警警告告がが表表示示さされれたた場場合合はは、、『『実実行行』』ままたた

はは『『続続行行』』ままたたはは『『許許可可』』ままたたはは『『ははいい』』をを選選択択しし、、アアンンイインンスストトーールル

をを続続行行ししまますす。。  
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22））..UUSSBBドドラライイババののアアンンイインンスストトーールル    
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まますす。。  

 

    

ススタターートトボボタタンン  

デデババイイススママネネーージジャャーー 

USBドライバをアンインストールする際にはXP-329m本体を必

ずUSBケーブルでパソコンに接続してください。 
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

    

（（33））CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRののアアンンイインンスストトーールル  

11））..ソソフフトトウウェェアアののアアンンイインンスストトーールル    

  

 
ここでは標準的な設定のWindows10の画面表示について説明します。 

他のバージョンのWindowsでは表示が異なる場合があります。 

 

①①  ススタターートトメメニニュューーののアアププリリのの一一覧覧のの中中

かからら「「CCoossmmoossDDaattaaLLooggggeerr」」ののアアププリリをを見見

つつけけまますす。。  

②②  アアププリリをを右右ククリリッッククすするるとと、、メメニニュューーがが

表表示示さされれ、、そそのの中中かからら「「アアンンイインンスストトーー

ルル」」をを選選択択ししまますす。。  

③③  「「ププロロググララムムとと機機能能」」がが表表示示さされれるるののでで、、「「CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR」」をを右右クク

リリッッククしし、、「「アアンンイインンスストトーールル」」ををククリリッッククししまますす。。  

  

④④  CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERRアアププリリののアアンンイインンスストトーールルがが開開始始さされれまますす。。  

      何何ららかかののセセキキュュリリテティィにに関関すするる警警告告がが表表示示さされれたた場場合合はは、、『『実実行行』』ままたた

はは『『続続行行』』ままたたはは『『許許可可』』ままたたはは『『ははいい』』をを選選択択しし、、アアンンイインンスストトーールル

をを続続行行ししまますす。。  

  

 



 

53 

ドレンフィルタは回転させながら取り外すと簡単に取り外すことができます。 

1111..活活性性炭炭フフィィルルタタににつついいてて（（オオププシショョンン））  

 

活性炭フィルタを使用することで、清浄な空気を吸引することができます。ベース値

がなかなか安定しない場合や、使用環境に清浄な空気がなく測定が難しい場合などでも

ご使用いただけます。より正確に測定される場合などにご使用ください。 

（（11））取取付付方方法法  

①①ドドレレンンフフィィルルタタをを取取りり外外ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

②②活活性性炭炭フフィィルルタタをを取取りり付付けけまますす。。  

  

  

  

  

    

オプションの『活性炭フィルタ』をご購入いただいていない場合

は、上記記録機能を使用することはできません。 
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

    

②②  「「ポポーートト((CCOOMM とと LLPPTT))」」のの「「UUSSBB  SSeerriiaall  PPoorrtt((CCOOMMｘｘ))」」をを右右ククリリッッククしし、、

「「デデババイイススののアアンンイインンスストトーールル」」ををククリリッッククししまますす。。  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③  「「デデババイイススののアアンンイインンスストトーールル」」のの確確認認がが表表示示さされれまますす。。「「ここののデデババイイスス

ののドドラライイババーーソソフフトトウウェェアアをを削削除除ししまますす。。」」ににチチェェッッククしし、、「「アアンンイインンスス

トトーールル」」ををククリリッッククししまますす。。  
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ドレンフィルタは回転させながら取り外すと簡単に取り外すことができます。 

1111..活活性性炭炭フフィィルルタタににつついいてて（（オオププシショョンン））  
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1100.. CCOOSSMMOOSS  DDAATTAA  LLOOGGGGEERR（（オオププシショョンン））  

    

②②  「「ポポーートト((CCOOMM とと LLPPTT))」」のの「「UUSSBB  SSeerriiaall  PPoorrtt((CCOOMMｘｘ))」」をを右右ククリリッッククしし、、

「「デデババイイススののアアンンイインンスストトーールル」」ををククリリッッククししまますす。。  
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③③  「「デデババイイススののアアンンイインンスストトーールル」」のの確確認認がが表表示示さされれまますす。。「「ここののデデババイイスス

ののドドラライイババーーソソフフトトウウェェアアをを削削除除ししまますす。。」」ににチチェェッッククしし、、「「アアンンイインンスス

トトーールル」」ををククリリッッククししまますす。。  
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1111..活活性性炭炭フフィィルルタタににつついいてて（（オオププシショョンン））  

（（33））活活性性炭炭のの交交換換方方法法  

活性炭は活性炭フィルタのケース部に収納されています。 

  

  

  

①①活活性性炭炭フフィィルルタタののキキャャッッププののネネジジをを外外しし、、ケケーースス

かからら活活性性炭炭をを取取りり出出ししまますす。。ベベーーススもも同同じじよようう

ににネネジジをを外外ししまますす。。  

  （（使使用用済済みみのの活活性性炭炭はは可可燃燃性性ゴゴミミととししてて処処分分ししてて

くくだだささいい。。））  

  

②②キキャャッッププととベベーーススののフフィィルルタタエエレレメメンントトのの交交換換

をを行行いいまますす。。ドドラライイババーーややピピンンセセッットトななどどでで OO

リリンンググをを外外ししまますす。。ここののとときき OO リリンンググをを傷傷つつけけ

たたりり、、紛紛失失ししなないいよよううににししててくくだだささいい。。  

  

③③新新ししいいフフィィルルタタエエレレメメンントトにに交交換換ししまますす。。  

  

  

  

  

④④フフィィルルタタエエレレメメンントトががたたるるままなないいよよううにに注注意意しし

ななががらら再再びびOOリリンンググをを入入れれまますす。。  

  

    

フィルタエレメント収納部 
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ドレンフィルタは回転させながら取り外すと簡単に取り外すことができます。 

1111..活活性性炭炭フフィィルルタタににつついいてて（（オオププシショョンン））  

（（22））取取外外しし方方法法  

①①活活性性炭炭フフィィルルタタをを取取りり外外ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

②②ドドレレンンフフィィルルタタをを取取りり付付けけまますす。。  

  

  

  

  

  

  

    

●活性炭は清浄空気中でのご使用、保存であれば開封後1カ月程度使用可能です。 

※使用状況等で交換時期が早まることもあります。ベース調整に時間がかかるようであれば、1

ヶ月を待たずに交換してください。 

●活性炭のニオイ除去能力は温度・湿度の影響を受けます。 

ご使用時に周囲温度・湿度が高い場合はニオイ除去能力が低下し、正確にベース調整ができな

い場合があります。夏場の使用時は、日陰など低温な場所でご使用ください。 

冬場など低温低湿の場所でニオイをモニタリングする場合は、活性炭を測定場所の温湿度に慣

らす必要があります。通常の暖機運転後も、測定場所において継続して15分以上の暖機運転を

行ってください。 

●活性炭フィルタのフィルタエレメント（2ヶ所・各1枚）は活性炭交換時に同時に交換してくだ

さい。 
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1111..活活性性炭炭フフィィルルタタににつついいてて（（オオププシショョンン））  

（（33））活活性性炭炭のの交交換換方方法法  

活性炭は活性炭フィルタのケース部に収納されています。 

  

  

  

①①活活性性炭炭フフィィルルタタののキキャャッッププののネネジジをを外外しし、、ケケーースス

かからら活活性性炭炭をを取取りり出出ししまますす。。ベベーーススもも同同じじよようう

ににネネジジをを外外ししまますす。。  

  （（使使用用済済みみのの活活性性炭炭はは可可燃燃性性ゴゴミミととししてて処処分分ししてて

くくだだささいい。。））  

  

②②キキャャッッププととベベーーススののフフィィルルタタエエレレメメンントトのの交交換換

をを行行いいまますす。。ドドラライイババーーややピピンンセセッットトななどどでで OO

リリンンググをを外外ししまますす。。ここののとときき OO リリンンググをを傷傷つつけけ

たたりり、、紛紛失失ししなないいよよううににししててくくだだささいい。。  

  

③③新新ししいいフフィィルルタタエエレレメメンントトにに交交換換ししまますす。。  

  

  

  

  

④④フフィィルルタタエエレレメメンントトががたたるるままなないいよよううにに注注意意しし

ななががらら再再びびOOリリンンググをを入入れれまますす。。  

  

    

フィルタエレメント収納部 
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ドレンフィルタは回転させながら取り外すと簡単に取り外すことができます。 

1111..活活性性炭炭フフィィルルタタににつついいてて（（オオププシショョンン））  

（（22））取取外外しし方方法法  

①①活活性性炭炭フフィィルルタタをを取取りり外外ししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

②②ドドレレンンフフィィルルタタをを取取りり付付けけまますす。。  

  

  

  

  

  

  

    

●活性炭は清浄空気中でのご使用、保存であれば開封後1カ月程度使用可能です。 

※使用状況等で交換時期が早まることもあります。ベース調整に時間がかかるようであれば、1

ヶ月を待たずに交換してください。 

●活性炭のニオイ除去能力は温度・湿度の影響を受けます。 

ご使用時に周囲温度・湿度が高い場合はニオイ除去能力が低下し、正確にベース調整ができな

い場合があります。夏場の使用時は、日陰など低温な場所でご使用ください。 

冬場など低温低湿の場所でニオイをモニタリングする場合は、活性炭を測定場所の温湿度に慣

らす必要があります。通常の暖機運転後も、測定場所において継続して15分以上の暖機運転を

行ってください。 

●活性炭フィルタのフィルタエレメント（2ヶ所・各1枚）は活性炭交換時に同時に交換してくだ

さい。 
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1122..故故障障ととおお考考ええににななるる前前にに  
 

修理を依頼される前に、下表にしたがってもう一度ご確認ください。下記の処置を行っても改善 

されない場合は、最寄りの弊社事業所またはお買上げ店まで点検・修理をご依頼ください。 

 

 こんなときは これが原因です 次の処置を行ってください。 頁 

測 

定 

準 

備 

・ 

開 

始 

電源が入らない。 電源ON時POWERボタンを押す

時間が短い。 

POWER ボタンを 3 秒間以上押しつづけてくださ

い。 
10 

電池の接触不良が起こってい

る。 

電池を入れ直すか、新しい同種の電池と交換して

ください。 
17 

電池の方向(＋・-の極性)が正

しくない。 

電池の極性を確かめて正しく入れ直してくださ

い。 
17 

測定を開始したが測

定値が一向に変動し

ない。       

 

 

ニオイの濃度が低い(うす

い)。 

・ある程度ニオイの濃い試料をご用意ください。 

(固体・液体の場合、試料量を増やすなど。) 

・測定試料にニオイがそもそもほとんどなく清浄

空気と違わない場合もあります。 

-- 

嗅覚では感知できるが、本器

には低感度なニオイである。 

測定できません。 -- 

測

定 

中 

指示値がマイナス表

示になる 

マイナス干渉のガス(ハロゲ

ン元素を含む化合物やオゾ

ン・NOxなどの酸化性ガス)を

吸引している。 

測定できません。誤って吸引してしまった場合

は、清浄空気によるセンサのクリーニングを 10

分以上行ってください。 
4 

暖機運転後もなおセンサが安

定していない場合や低湿度の

環境・試料の測定により、最

初に設定したゼロベースの時

点からセンサ出力が低下し、

その時点ではゼロベースより

も低い状態にある。 

・マイナス干渉のニオイを吸引していないことを

確認してから表示が安定するまで待ち、その後

再度ベース調整を実施してください。 

・被毒性ガスなどの吸引によりセンサが劣化し、

安定性が悪くなっている可能性があります。点

検校正をご依頼ください。 

・測定環境の臭気レベルが変動している可能性が

あります。オプションの活性炭フィルタなどを

装着し、ベース調整を行ってください。 

10 

測定中に 

「HH」 

を表示した。 

測定可能範囲を超えた強いニ

オイを吸引している。 

臭気レベルが高く測定できません。清浄空気によ

るセンサのクリーニングを10 分以上行ってくだ

さい。 

12 

トランシーバーなど電波を発

生する機器の近くで使用して

いる。 

電波を発生する機器から本器を離して測定して

ください。 5 
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1111..活活性性炭炭フフィィルルタタににつついいてて（（オオププシショョンン））  

 

⑤⑤ケケーーススににベベーーススをを取取りり付付けけ、、新新ししいい活活性性炭炭をを入入れれ

まますす。。活活性性炭炭をを55分分目目、、88分分目目ままでで入入れれたた時時点点でで、、

ななららすすたためめにに立立ててたたまままま机机にに数数回回トトンントトンンとと叩叩

ききまますす。。  

  

  

  

  

  

  

⑥⑥ケケーーススががいいっっぱぱいいににななるるままでで活活性性炭炭をを入入れれ、、最最後後

にに、、横横かからら見見たた時時ににケケーーススかからら活活性性炭炭がが少少しし盛盛

りり上上ががるる程程度度ににままででささららにに入入れれまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑦⑦ネネジジをを締締めめてて元元通通りりにに組組みみ立立ててまますす。。  

  

  

  

新しい活性炭を開封する時は、パックの口を大きく 

開けずに切り口に沿って、斜めに切るようにしてく 
ださい。 

 
       

活性炭をこぼさないようにご注意ください。 

      交換用の活性炭は1パックで1回分袋詰されています。 

ケースの中にすき間ができると再現性や測定値に誤差が生じるおそれがありますので、すき
間ができないようにケースをゆすりながら交換してください。 

また、活性炭の詰め方により多少余る場合がありますが、目安として元通りにネジを締めて

ケースを振った時、中の活性炭がゆれる音がしない程度に詰めてください。 

組み立て時にはネジの締めすぎにご注意ください。 
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1122..故故障障ととおお考考ええににななるる前前にに  
 

修理を依頼される前に、下表にしたがってもう一度ご確認ください。下記の処置を行っても改善 

されない場合は、最寄りの弊社事業所またはお買上げ店まで点検・修理をご依頼ください。 

 

 こんなときは これが原因です 次の処置を行ってください。 頁 

測 

定 

準 

備 

・ 

開 

始 

電源が入らない。 電源ON時POWERボタンを押す

時間が短い。 

POWER ボタンを 3 秒間以上押しつづけてくださ

い。 
10 

電池の接触不良が起こってい

る。 

電池を入れ直すか、新しい同種の電池と交換して

ください。 
17 

電池の方向(＋・-の極性)が正

しくない。 

電池の極性を確かめて正しく入れ直してくださ

い。 
17 

測定を開始したが測

定値が一向に変動し

ない。       

 

 

ニオイの濃度が低い(うす

い)。 

・ある程度ニオイの濃い試料をご用意ください。 

(固体・液体の場合、試料量を増やすなど。) 

・測定試料にニオイがそもそもほとんどなく清浄

空気と違わない場合もあります。 

-- 

嗅覚では感知できるが、本器

には低感度なニオイである。 

測定できません。 -- 

測

定 

中 

指示値がマイナス表

示になる 

マイナス干渉のガス(ハロゲ

ン元素を含む化合物やオゾ

ン・NOxなどの酸化性ガス)を

吸引している。 

測定できません。誤って吸引してしまった場合

は、清浄空気によるセンサのクリーニングを 10

分以上行ってください。 
4 

暖機運転後もなおセンサが安

定していない場合や低湿度の

環境・試料の測定により、最

初に設定したゼロベースの時

点からセンサ出力が低下し、

その時点ではゼロベースより

も低い状態にある。 

・マイナス干渉のニオイを吸引していないことを

確認してから表示が安定するまで待ち、その後

再度ベース調整を実施してください。 

・被毒性ガスなどの吸引によりセンサが劣化し、

安定性が悪くなっている可能性があります。点

検校正をご依頼ください。 

・測定環境の臭気レベルが変動している可能性が

あります。オプションの活性炭フィルタなどを

装着し、ベース調整を行ってください。 

10 

測定中に 

「HH」 

を表示した。 

測定可能範囲を超えた強いニ

オイを吸引している。 

臭気レベルが高く測定できません。清浄空気によ

るセンサのクリーニングを10 分以上行ってくだ

さい。 

12 

トランシーバーなど電波を発

生する機器の近くで使用して

いる。 

電波を発生する機器から本器を離して測定して

ください。 5 
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1111..活活性性炭炭フフィィルルタタににつついいてて（（オオププシショョンン））  

 

⑤⑤ケケーーススににベベーーススをを取取りり付付けけ、、新新ししいい活活性性炭炭をを入入れれ

まますす。。活活性性炭炭をを55分分目目、、88分分目目ままでで入入れれたた時時点点でで、、

ななららすすたためめにに立立ててたたまままま机机にに数数回回トトンントトンンとと叩叩

ききまますす。。  

  

  

  

  

  

  

⑥⑥ケケーーススががいいっっぱぱいいににななるるままでで活活性性炭炭をを入入れれ、、最最後後

にに、、横横かからら見見たた時時ににケケーーススかからら活活性性炭炭がが少少しし盛盛

りり上上ががるる程程度度ににままででささららにに入入れれまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑦⑦ネネジジをを締締めめてて元元通通りりにに組組みみ立立ててまますす。。  

  

  

  

新しい活性炭を開封する時は、パックの口を大きく 

開けずに切り口に沿って、斜めに切るようにしてく 
ださい。 

 
       

活性炭をこぼさないようにご注意ください。 

      交換用の活性炭は1パックで1回分袋詰されています。 

ケースの中にすき間ができると再現性や測定値に誤差が生じるおそれがありますので、すき
間ができないようにケースをゆすりながら交換してください。 

また、活性炭の詰め方により多少余る場合がありますが、目安として元通りにネジを締めて

ケースを振った時、中の活性炭がゆれる音がしない程度に詰めてください。 

組み立て時にはネジの締めすぎにご注意ください。 
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1133..保保守守点点検検  

ご使用になる前に下表の項目について点検を実施してください。 

また、落下などの衝撃を与えた、内部が水に濡れたなど「正しくご使用いただく

ために」の記載事項に反した場合、使用温湿度範囲外で使用したなど「仕様」に

記載している範囲外で使用した場合には、随時状況説明を添えて点検（有料）を

お買上げ店または弊社までお申し付けください。（送料は、お客様負担とさせて

いただきます。） 

● 定期点検 

本器は精密機器です。1年に1回、弊社に点検調整をお申し付けください。本器

の点検調整及び故障修理の際、本体内蔵のメモリに記録されているデータが削除

される場合がありますので、点検調整及び故障修理をご依頼いただく場合、事前

にデータをパソコンに出力し、保存してください。 

 

● お手入れ 

機器が汚れている場合は、乾いた柔らかな布、または水を含ませて固く絞っ

た布（拭いても機器が濡れない程度）などで拭いてください。アルコールや

洗浄剤などは使用しないでください。  

    

点検項目 点検内容 

ドレンフィルタ 
ドレンフィルタ内のフィルタエレメントが汚れたり、濡れた

り、ドレンフィルタ内に水が溜まっている場合は、ドレンフィ

ルタ内を掃除し、フィルタエレメントを新しいものに交換して

ください。（P15参照） 
フィルタエレメント 

ＬＣＤ表示 ＬＣＤ表示に欠けがないことを確認してください。 

ポンプ 
ポンプ動作時に異音がする場合は、ドレンフィルタやフィルタ

エレメントの点検をしてください。 

電池残量 

LCD画面の電池残量表示を確認してください。 

電池残量が少なくなっている場合は、新しい電池に交換してく

ださい。（P17参照） 

 ・低温時は電池消耗が早くなりますので、予備電池の準備や、早め

の電池交換をおすすめします。 
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1122..故故障障ととおお考考ええににななるる前前にに  

  

 こんなときは これが原因です 次の処置を行ってください。 頁 

測

定

中 

測定中に 

「LL」 

を表示した。 

高濃度のマイナス干渉のガス

(塩素・フッ素などハロゲン元

素を含む化合物やオゾン・NOx

などの酸化性ガス)を吸引し

ている。 

センサに悪影響を及ぼすガスのため測定できま

せん。誤って吸引してしまった場合は、清浄空気

によるセンサのクリーニングを10 分以上行って

ください。 

12 

トランシーバーなど電波を発

生する機器の近くで使用して

いる。 

電波を発生する機器から本器を離して測定して

ください。 5 

そ

の

他 

清浄空気を吸引させ

ても、最初のベース

値まで指示値が戻ら

ない。 

フィルタエレメントの目詰ま

り 

新しいフィルタエレメントに交換してください。 

15 

測定したニオイがセンサに悪

影響を与える成分だった 

高濃度のニオイやガス（特に硫化物）、シリコン

化合物のガス、タバコの煙などミスト状の高濃度

のタール、オイルミスト、高濃度の塩化物や強酸

物質、塩素やオゾン・NOx などの酸化性ガスを吸

引させるとセンサの破損や被毒の原因となる場

合があります。清浄空気を数時間吸引させて、元

の状態に戻らない場合は、当社に点検・修理をご

依頼ください。（有償） 

4 

ベース調整時の清浄空気と質

が違っている 

測定環境の臭気レベルが変動している可能性が

あります。オプションの活性炭フィルタなどを装

着し、ベース調整を行ってください。 
11 

 ニオイのある

空気だった 

外気や禁煙で無人の会議室など清浄空気が得ら

れる場所でベース調整を行ってください。 

ア

ナ

ロ

グ

出

力

※ 

アナログ出力が正

しく出力されない 

ケーブルが正しく接続されて

いない 

XP-329m本体の底面にある接続ジャックにカチッ

と音がするまで奥にしっかりと差し込む。 25 

記録計へ接続するケーブルの

極性が間違っている 

極性を正しく接続する。 

25 

P

C

接

続

※ 

XP-329m とパソコ

ンの通信ができな

い 

ドライバがインストール

されていない 

再度、PC接続用ソフトのインストールを実

施する 26 

通信設定（COM設定）がで

きていない 

デバイスマネージャーにてCOM設定番号を

確認し、正しく設定する 35 

※はオプション 
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1133..保保守守点点検検  

ご使用になる前に下表の項目について点検を実施してください。 

また、落下などの衝撃を与えた、内部が水に濡れたなど「正しくご使用いただく

ために」の記載事項に反した場合、使用温湿度範囲外で使用したなど「仕様」に

記載している範囲外で使用した場合には、随時状況説明を添えて点検（有料）を

お買上げ店または弊社までお申し付けください。（送料は、お客様負担とさせて

いただきます。） 

● 定期点検 

本器は精密機器です。1年に1回、弊社に点検調整をお申し付けください。本器

の点検調整及び故障修理の際、本体内蔵のメモリに記録されているデータが削除

される場合がありますので、点検調整及び故障修理をご依頼いただく場合、事前
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ＬＣＤ表示 ＬＣＤ表示に欠けがないことを確認してください。 

ポンプ 
ポンプ動作時に異音がする場合は、ドレンフィルタやフィルタ

エレメントの点検をしてください。 

電池残量 

LCD画面の電池残量表示を確認してください。 

電池残量が少なくなっている場合は、新しい電池に交換してく

ださい。（P17参照） 
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1122..故故障障ととおお考考ええににななるる前前にに  

  

 こんなときは これが原因です 次の処置を行ってください。 頁 

測

定

中 

測定中に 

「LL」 

を表示した。 

高濃度のマイナス干渉のガス

(塩素・フッ素などハロゲン元

素を含む化合物やオゾン・NOx

などの酸化性ガス)を吸引し

ている。 

センサに悪影響を及ぼすガスのため測定できま

せん。誤って吸引してしまった場合は、清浄空気

によるセンサのクリーニングを10 分以上行って

ください。 

12 

トランシーバーなど電波を発

生する機器の近くで使用して

いる。 

電波を発生する機器から本器を離して測定して

ください。 5 

そ

の

他 

清浄空気を吸引させ

ても、最初のベース

値まで指示値が戻ら

ない。 

フィルタエレメントの目詰ま

り 

新しいフィルタエレメントに交換してください。 

15 

測定したニオイがセンサに悪

影響を与える成分だった 

高濃度のニオイやガス（特に硫化物）、シリコン

化合物のガス、タバコの煙などミスト状の高濃度

のタール、オイルミスト、高濃度の塩化物や強酸

物質、塩素やオゾン・NOx などの酸化性ガスを吸

引させるとセンサの破損や被毒の原因となる場

合があります。清浄空気を数時間吸引させて、元

の状態に戻らない場合は、当社に点検・修理をご

依頼ください。（有償） 

4 

ベース調整時の清浄空気と質

が違っている 

測定環境の臭気レベルが変動している可能性が

あります。オプションの活性炭フィルタなどを装

着し、ベース調整を行ってください。 
11 

 ニオイのある

空気だった 

外気や禁煙で無人の会議室など清浄空気が得ら

れる場所でベース調整を行ってください。 

ア

ナ

ロ

グ

出

力

※ 

アナログ出力が正

しく出力されない 

ケーブルが正しく接続されて

いない 

XP-329m本体の底面にある接続ジャックにカチッ

と音がするまで奥にしっかりと差し込む。 25 

記録計へ接続するケーブルの

極性が間違っている 

極性を正しく接続する。 

25 

P

C

接

続

※ 

XP-329m とパソコ

ンの通信ができな

い 

ドライバがインストール

されていない 

再度、PC接続用ソフトのインストールを実

施する 26 

通信設定（COM設定）がで

きていない 

デバイスマネージャーにてCOM設定番号を

確認し、正しく設定する 35 

※はオプション 
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1166..主主なな仕仕様様  
  

型    式 XP-329m 

測 定 対 象 各種香気・臭気成分 

測 定 原 理 高感度酸化スズ系熱線型焼結半導体センサ 

表 示 方 式 
LCDデジタル表示(7セグ3桁) 

(測定値、表示状態、電池レベル、データメモリ状況など) 

測定(検知)範囲 -99～999[範囲外の表示：（低）LL （高）HH] 

繰り返し再 現 性 測定値±5％±1digit(同一条件下にて) 

採 取 方 式 マイクロエアポンプによる自動吸引式 吸引流量350±100ml／min   

応 答 時 間 90％応答 20秒以内(校正臭気にて) 

外 部 出 力 
アナログ出力（オプション）  

000～999に対し、DC0～0.999V(表示1に対し1mV) 

データメモリ容量 
1秒間隔で5時間（オプション） 

※ただし、連続記録の場合 

使用温湿度範囲 温度：0～40℃  湿度：10～80％RH(ただし、結露なきこと) 

保管温湿度範囲 温度：-10～50℃ 湿度：最大80％RH以下（結露なきこと) 

外 形 寸 法 W40×H140×D60(mm)[突起部除く] 

質    量 約300g(電池含む) 

電    源 単3形アルカリ乾電池3本／専用ACアダプタ(AC100～240V)（オプション） 

連 続 使 用 時 間 
10時間(アルカリ乾電池、常温常湿にて) 

※電池電圧表示及び電子音による電池寿命警報機能付き 

標 準 付 属 品 
ドレンフィルタ(1個)、単3形アルカリ乾電池(3本)、 

フィルタエレメントFE-24(10枚入) 

※ 改良のため予告なく変更することがあります。 

 

オプション品 

XP-329m専用オプションパック(P329) 
・XP-329m専用ACアダプタ(1本)   ・外部出力ケーブル(1本) 

・PC接続用ソフト(CD-ROM)(1枚)   ・USB接続ケーブル(1本) 

活性炭フィルタ(DF-105) ・活性炭フィルタケース(1本)    ・活性炭(1パック) 

活性炭(FE-110) 5パック1組 

平面ニオイ捕集器(HN-5) ステンレス製 

試料採取用ポンプ(DC1-NA) 吸引部カートリッジ式 

試料採取袋Fタイプ(NB-310) 6枚1組、ポリエステル製 

嗅覚測定用ニオイ袋Oタイプ(NB-310) 12枚1組、ポリエステル製 

テフロンチューブ(TP-1) テフロン製、φ5×φ4、1m 

試料ビン(SB-200) 3個1組、ガラス製(ビン)、テフロン製(フタ)、ステンレス製(口金) 

 

 

 

  

 

60 

1144..保保証証書書ととwweebbユユーーザザーー登登録録  

 

包装箱の中に保証書とwebユーザー登録のご案内が入っています。webユーザー

登録は、ご登録いただいた機器情報から保守点検時期やサポート情報などをメー

ルなどにてご案内させていただきますので、ぜひこのサービスをご利用ください。 

 

● 保守点検のお願い 

お買い上げいただきましたガス検知器は精密機器です。精度を維持し、安全を確

保するためには、日常点検および定期点検を実施していただきますようお願いし

ます。なお、日常点検や定期点検について不明な点は、弊社までお問い合わせく

ださい。 

 

● 保証について 

保証期間中に、取扱説明書に沿った正常なご使用状態で万一故障した場合には、

保証書の記載内容に基づいて修理いたします。詳しくは保証書をご覧ください。  

  

  

1155..廃廃棄棄ににつついいてて  

  

● 検知器本体、付属品および電池は、各地域で定められた条例などに従い廃棄処分し

てください。 
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●この取扱説明書を紛失された場合 
万一この取扱説明書を紛失した場合は、弊社最寄りの支社または営業所までご連絡ください。
有償にて送付いたします。 

●本取扱説明書の記載内容は、改良などのため予告なく変更する場合があります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代理店・販売店 

〒532-0036 大阪市淀川区三津屋中2-5-4 

 

URL http://www.new-cosmos.co.jp 
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